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今
年
は
申さ

る

年
♪
☆
年
齢
は
平
成
28
年
の
誕
生
日

　

時
点
の
満
年
齢
で
す
。
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エコみっけ！&国際交流員エリカ・エグナーの「へゼリフ」
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第43回市民駅伝競走大会参加チーム募集 ほか
みな図書　日本一の読書のまちづくり

市長コラム「東奔西走」

暮らしのカレンダー
天使・おくやみ・消費生活センター ほか

荒神神社 新年祭
※水俣にこの人ありはお休みしました
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水俣市役所は、環境管理の国際規格
「ISO14001」を自己宣言しています。
再生紙を使用し、両面印刷で枚数を
抑制、その後リサイクルしています。
「広報みなまた」もリサイクルでき
ます。各家庭や事業所などでも、協
力をお願いします。

人口の動き －12月末日現在－

（   －8 ・－499）
（        4 ・－260）
（  －12 ・－239）
（  －  8 ・  －91）

25,893人
12,010人
13,883人
12,034世帯

●人　口
　　男
　　女
●世帯数

前月比・前年同月比

今月の表紙
 亀嶺峠で初日の出

澄み切った空に、新年最初の日の光
が差しました。雲ひとつなく黄金色
に染まった空の美しさ。今年は良い
年になりそうです。（１月１日撮影）
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の
一
つ
と
し
て
平
成
27
年
３
月
、市

内
各
小
中
学
校
に
１
０
０
万
円
ず

つ
、水
俣
高
校
へ
３
０
０
万
円
を
寄

附
。各
校
に
お
け
る
教
育
環
境
の
充

実
が
図
ら
れ
た
。

　
　

善
行
章（
環
境
美
化
奉
仕
活
動
）

井
上
能
智
王（
76
歳
・
古
賀
町
）

　

昭
和
54
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で

36
年
間
、水
俣
二
中
の
環
境
美
化
活

動
や
学
校
教
育
活
動
な
ど
に
尽
力

し
、教
育
環
境
の
向
上
に
貢
献
し
て

い
る
。

　
　

功
績
章（
ス
ポ
ー
ツ
・
水
泳
競
技
）

寺
下
昌
吾（
30
歳
・
古
城
）

　

熊
本
県
民
体
育
祭
水
泳
競
技（
50

メ
ー
ト
ル
バ
タ
フ
ラ
イ
）に
お
い
て
、

第
66
回
大
会
か
ら
第
70
回
大
会
ま

で
、５
年
連
続
で
優
勝
し
て
い
る
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
係

☎
６
１
・
１
６
０
３

　

受
章
者
代
表
あ
い
さ
つ
で
は
、寒

川
正
典
さ
ん（
市
政
功
労
章
・
自
治

振
興
）が
感
謝
の
気
持
ち
を
あ
ら
わ

す
と
と
も
に
、「
こ
れ
か
ら
も
受
章

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、市
政
発

展
の
た
め
に
尽
く
し
た
い
」と
話
し

ま
し
た
。

　

受
章
者
の
審
査
は
、各
種
団
体
代

表
な
ど
で
構
成
す
る「
表
彰
審
査
委

員
会
」が
市
役
所
で
実
施
。平
成
27

年
９
月
以
前
の
行
為
を
対
象
に
、公

正
な
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。平
成

28
年
度
の「
市
表
彰
」に
つ
い
て
は
、

７
月
頃
か
ら
推
薦
を
受
け
付
け
る

予
定
で
す
。

　

以
下
に
、今
回
の
受
章
者（
敬
称

略
）と
、受
章
理
由
な
ど
を
抜
粋
し

て
紹
介
し
ま
す
。

　
　

市
政
功
労
章（
自
治
振
興
）

　

寒
川
正
典（
80
歳
・
八
ノ
窪
町
）

　

昭
和
49
年
か
ら
平
成
24
年
ま
で

の
38
年
間
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

指
導
員（
現
在
は「
日
本
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
認
定
員
」）と
し
て
、青
少
年

の
健
全
育
成
に
尽
力
し
た
。

　

平
成
12
年
か
ら
25
年
ま
で
の
13

年
間
は
、市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
員

お
よ
び
審
判
員
と
し
て
活
動
し
た
。

　

市
社
会
教
育
委
員
を
８
年
間
、平

成
18
年
か
ら
市
社
会
教
育
委
員
を

８
年
間
、平
成
20
年
か
ら
市
小
中
学

校
再
編
成
協
議
会
会
長
を
２
年
間

務
め
た
。こ
の
他
、水
俣
二
小
の
地

域
代
表
評
議
員
や
水
俣
二
中
の
運

営
委
員
に
も
長
年
携
わ
り
、教
育
関

係
で
も
各
方
面
で
貢
献
し
た
。

　

平
成
12
年
か
ら
27
年
ま
で
の
15

年
間
は
、21
区
長
お
よ
び
自
治
会
長

を
務
め
、自
治
活
動
や
地
域
活
性
化

に
貢
献
。平
成
20
年
か
ら
の
５
年
間

は
市
自
治
会
長
会

に
お
い
て
会
長
を

務
め
、市
全
体
の

住
民
自
治
活
動
の

先
導
役
と
し
て
尽

力
し
た
。

平
成
27
年
度
水
俣
市
表
彰
式

７
人
と
１
団
体
を
表
彰

　

市
政
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
や

団
体
な
ど
を
市
が
表
彰
す
る「
平
成

27
年
度
水
俣
市
表
彰
式
」を
11
月
26

日
、市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。今
年

度
は
、市
政
功
労
章
に
４
人
、善
行

章
に
２
人
と
１
団
体
、功
績
章
に
１

人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、西
田
市
長
が
表
彰

状
と
記
念
品
を
手
渡
し
、受
章
者
一

人
一
人
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

【集合写真では前列
右端の吉本哲裕教育
長が表彰状を持って
撮影】

寒川正典さん 謝辞

水
俣
市
表
彰
式

　
　

市
政
功
労
章（
自
治
振
興
）

　

緒
方
誠
也（
73
歳
・
長
崎
）

　

平
成
７
年
５
月
か
ら
６
期
24
年

間
、市
議
会
議
員
と

し
て
精
励
し
、地
方

自
治
の
確
立
に
尽

力
し
た
。

【
水
俣
市
議
会
議
員
】

▼
平
成
３
年
５
月
１
日
〜

　
　
　
　

平
成
７
年
４
月
30
日

▼
平
成
７
年
５
月
１
日
〜

　
　
　
　

平
成
11
年
４
月
30
日

▼
平
成
11
年
５
月
１
日
〜

　
　
　
　

平
成
15
年
４
月
30
日

▼
平
成
15
年
５
月
１
日
〜

　
　
　
　

平
成
19
年
４
月
30
日

▼
平
成
19
年
５
月
１
日
〜

　
　
　
　

平
成
23
年
４
月
30
日

▼
平
成
23
年
５
月
１
日
〜

　
　
　
　

平
成
27
年
４
月
30
日

【
議
長
】

▼
平
成
17
年
９
月
２
日
〜

　
　
　
　

平
成
19
年
４
月
30
日

【
副
議
長
】

▼
平
成
11
年
５
月
18
日
〜

　
　
　
　

平
成
15
年
４
月
30
日

　
　

市
政
功
労
章（
自
治
振
興
）

渕
上
道
昭（
68
歳
・
市
渡
瀬
）

　

平
成
11
年
５
月
か
ら
４
期
16
年

間
、市
議
会
議
員
と
し
て
精
励
し
、

地
方
自
治
の
確
立
に
尽
力
し
た
。

【
水
俣
市
議
会
議
員
】

▼
平
成
11
年
５
月
１
日
〜

　
　
　
　

平
成
15
年
４
月
30
日

▼
平
成
15
年
５
月
１
日
〜

　
　
　
　

平
成
19
年
４
月
30
日

▼
平
成
19
年
５
月
１
日
〜

　
　
　
　

平
成
23
年
４
月
30
日

▼
平
成
23
年
５
月
１
日
〜

　
　
　
　

平
成
27
年
４
月
30
日

【
副
議
長
】

▼
平
成
19
年
５
月
16
日
〜

　
　
　
　

平
成
23
年
４
月
30
日

　
　

善
行
章（
金
品
財
物
等
寄
附
）

松
本
眞
一（
故
人
・
享
年
76
歳
・

大
阪
府
和
泉
市
）

　

葛
渡
出
身
。神
戸
家
庭
裁
判
所
調

査
官
補
、県
立
広
島
女
子
大
学
文
学

部
教
授
な
ど
を
歴
任
し
た
が
、平
成

26
年
３
月
に
死
去
。

　

奨
学
金
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら

大
学
お
よ
び
大
学
院
を
出
た
経
験

か
ら
、生
前
よ
り
経
済
的
に
恵
ま
れ

な
い
学
生
を
支
援
し
た
い
と
の
思
い

が
あ
っ
た
。そ
の
思
い
を
遺
族
が
引

き
継
ぎ
、平
成
27
年
８
月
、遺
産
か

ら
５
千
万
円
を
市
に
寄
附
。市
は
そ

の
遺
志
を
尊
重
し
、給
付
型
の
奨
学

金
制
度
を
創
設
し
て
希
望
者
を
募

集
し
、平
成
28
年
度
か
ら
給
付
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

　
　

善
行
章（
金
品
財
物
等
寄
附
）

新
栄
合
板
工
業
㈱（
袋
）

　

今
後
の
水
俣
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
教
育
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
の

思
い
か
ら
、地
域
貢
献
の
取
り
組
み

　
　

市
政
功
労
章（
産
業
振
興
）

岩
﨑
巧（
81
歳
・
丸
島
町
）

　

平
成
10
年
か
ら
平
成
25
年
ま
で

の
15
年
間
、市
漁
業
協
同
組
合
長
と

し
て
、水
俣
病
で
疲
弊
し
た
市
の
漁

業
振
興
の
た
め
市
内
の
漁
港
整
備

に
取
り
組
み
、行
政
機
関
へ
の
働
き

か
け
や
各
種
調
整
な
ど
、そ
の
実
現

に
向
け
て
尽
力
し
た
。

　

組
合
長
時
代
に
は
、平
成
14
年
か

ら
稚
魚
の
生
育
環
境
を
整
え
る
目

的
で
、海
藻
が
持
つ
水
生
生
物
へ
の

保
護
育
成
効
果
や
水
質
浄
化
機
能

に
着
目
し
、「
海
藻
の
森
づ
く
り
活

動
」を
実
施
。水
俣
湾
内
で
の
ワ
カ

メ
や
コ
ン
ブ
な
ど
の
試
験
養
殖
、湯

の
児
地
域
へ
の
試
験
漁
場
拡
大
、民

間
企
業
と
の
藻
場
造
成
実
験
な
ど

を
推
進
し
、沿
岸
の
海
藻
増
殖
に
効

果
を
上
げ
て
い
る
。

　

海
の
環
境
づ
く
り
な
ど
を
目
的

と
し
た
植
林
活
動

と
育
林
作
業
の
取

り
組
み
は
県
か
ら

評
価
さ
れ
、「
肥
後

水
資
源
愛
護
賞
」を

受
賞
し
て
い
る
。

水俣市表彰式 平
成
27
年
度

【写真：尾崎公一 代表取
締役社長】
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ぐるっとみなまた

水俣には楽しいイベント、話題がいっ
ぱいです！ カメラを持って、あちこちへ
おじゃましました。ぐるっと   みなまたカメラとめぐる★

12/21 12/17 12/15

12/27 12/25 12/24

エコネットみなまた
新社屋お披露目会

寄ろ会みなまたが
菜種油を贈呈

くまモン先生と久木野小児童・
地域住民が郷土芸能を楽しむ

水俣市消防団年末特別
警戒出発式

水俣市老人クラブ連合会
が一円玉募金を寄附

生協くまもとがチャリテ
ィーバザーの収益を寄附

12/12 12/12 12/6

12/14 12/14 12/13

丸島漁港でカキ小屋
オープン♪

第23回水俣演奏家協会
定期演奏会

あの頃のフォーク&ポップス
コンサートが寄附金贈呈

水俣幼稚園から、ゆるり
の家にお花を贈呈

水俣エコハウス
ミニ門松づくり体験

12/5 12/5 11/29

12/6 12/6 12/6

婦人会チャリティー
（12/15寄附金贈呈）

みなまた茶でほっこり…
第２回 お茶を楽しむ編

第25回
24区ふるさと文化祭

第30回
石坂川ふるさと祭り

葛渡小学校
ふるさとふれあい収穫祭

11/25 11/22 11/22

11/28 11/27

第60回熊本県都市
消防団長連絡協議会 ＪR九州・湯の鶴ウオーク 紅葉祭（湯出）

湯出小学校
ふれあい感謝祭

市長と語る地域懇談会
（１区）

水俣市介護保険サービス
事業者連絡協議会研修会

11/29 環境モデル都市市民講座
ファミリー登山（矢城山）

環境モデル都市市民講座
稲わらでしめ縄作り
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匠の技、パフォーマンス、ブロンズ像のお披露目などで商店会がキラキラ輝く！
キラキラアートフェスタ inみなまた初恋通り商店会&ブロンズ像除幕式

小さな種から、大きな野菜！
中学生職場体験による給食食材贈呈式

11/17

消防用設備などの業務に精励
永田光男さんに黄綬褒章

11/3

　

市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
、
中
学

生
が
職
場
体
験
で
栽
培
し
た
大
根
の

贈
呈
式
が
あ
り
ま
し
た
。
大
根
は
、

９
月
に
水
俣
二
中
と
緑
東
中
の
生
徒

計
６
人
が
、
池
田
郁
雄
さ
ん
・
千
惠

子
さ
ん
夫
婦
の
畑
で
農
業
体
験
を
し

た
際
に
種
を
ま
い
た
も
の
。
贈
呈
さ

れ
た
約
40
キ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
11
月
18

日
に
全
小
中
学
校
の
み
そ
汁
の
具
材

の
一
部
と
し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
農
業
体
験
の
感
想
に
つ

い
て
「
将
来
は
農
業
を
し
た
い
。
種

ま
き
し
か
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
、
土
を
耕
す
経
験
が
で
き
て
よ
か

っ
た
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　

永
田
光
男
さ
ん
（
71
歳
・
古

城
）
が
、
黄
綬
褒
章
を
受
章
し
ま

し
た
。
黄
綬
褒
章
は
、
そ
の
道
一

筋
に
励
ん
だ
人
を
た
た
え
る
も
の

で
す
。

　

昭
和
45
年
に
義
父
が
創
業
し
た

立
尾
防
災
（
現 

立
尾
電
設
㈱
）

に
入
社
し
、
消
防
防
災
用
品
の
販

売
や
消
防
用
設
備
な
ど
の
設
置
工

事
・
整
備
、
維
持
管
理
の
業
務
に

精
励
。
熱
意
と
指
導
力
を
も
っ
て

社
員
の
育
成
・
指
導
に
あ
た
り
、

適
正
で
誠
実
な
業
務
遂
行
を
通
じ

て
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
で
人
命
が
失
わ
れ
る
報
道

安心できる市民生活のために尽力
嘉松健三さんに旭日双光章

　

嘉
松
健
三
さ
ん
（
74
歳
・
牧
ノ

内
）
が
、
旭
日
双
光
章
を
受
章
し

ま
し
た
。

　

昭
和
54
年
に
市
議
会
議
員
に
初

当
選
以
来
、
19
年
11
カ
月
に
わ
た

り
公
務
に
精
励
。
地
方
自
治
の
確

立
に
尽
力
し
ま
し
た
。
市
議
会
に

お
い
て
は
、
文
教
経
済
常
任
委
員

長
や
建
設
常
任
委
員
長
な
ど
を
歴

任
。
高
邁
な
政
治
信
念
を
も
っ
て

住
民
福
祉
の
増
進
、
地
域
振
興
な

ど
に
多
大
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

市
立
病
院
の
整
備
・
拡
充
の
必

要
性
を
強
く
訴
え
、
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
が
完
成
に
至
っ
た
功
績

火災や災害から住民を守るため奮闘
植田俊秀さんが瑞宝単光章
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植
田
俊
秀
さ
ん
（
70
歳
・
月
浦
）

が
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
ま
し

た
。

　

昭
和
44
年
に
市
消
防
団
第
18
分

団
（
現 

第
４
分
団
第
18
部
）
団

員
を
拝
命
。
平
成
３
年
に
分
団
長

に
な
り
、
分
団
の
先
頭
に
立
っ
て

団
員
の
育
成
・
強
化
に
邁
進
し
ま

し
た
。
平
成
６
年
に
は
副
団
長
に

任
命
さ
れ
、
約
20
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
、
団
長
の
補
佐
役
と
し
て

団
運
営
を
縁
の
下
か
ら
支
え
ま
し

た
。

　

昭
和
48
年
に
浜
町
の
市
農
業
協

同
組
合
事
務
所
か
ら
出
火
し
た
火

水俣出身者が南極で活躍！
第57次日本南極地域観測隊 前田さん

　

水
俣
出
身
の
前
田
淳
さ
ん
（
南
福

寺
、
旧
水
工
卒
）
が
、
昨
年
の
12
月

か
ら
南
極
で
働
い
て
い
ま
す
。
第
57

次
日
本
南
極
地
域
観
測
隊
員
と
し
て
、

東
京
都
立
川
市
に
あ
る
国
立
極
地
研

究
所
か
ら
派
遣
さ
れ
、
１
年
４
カ
月

間
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。
主
な
業
務

内
容
は
、
前
田
さ
ん
が
所
属
す
る
民

間
企
業
（
派
遣
中
は
休
職
）
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
、
飲
み
水
を
作
る
こ

と
や
暖
房
関
係
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な

ど
観
測
基
地
の
維
持
管
理
で
す
。　

　

昨
年
11
月
に
市
役
所
を
訪
れ
た
前

田
さ
ん
は
「
元
気
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

11/24

　

慶
應
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
（
湘
南

藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
）
研
究
所
と
湘
南

藤
沢
学
会
が
共
催
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
、
西
田
市
長
が
登
壇
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
研
究
成
果
の
発
表

と
産
官
学
連
携
の
推
進
を
目
的
と
し

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

多
く
の
企
業
や
学
会
組
織
な
ど
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

西
田
市
長
は
、「
公
害
疲
弊
地
域

の
再
生
」
な
ど
２
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
登
壇
。水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
や
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
水
俣
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
情
報
発
信
し
ま
し
た
。

11/3

11/22

▲贈呈式後、池田さん夫婦（前列左側の２人）と中学生、
吉本教育長（前列右）、センター職員で大根を手に記念撮影

11/20
水俣の取り組みを広く発信
慶應義塾大学 SFC O

オープン
pen R

リ サ ー チ
esearch F

フォーラム
or um 2015

▲「自衛隊員以外の水俣出身者で南極に行く人はあまり聞
いたことがないですね」と話す前田さん

１_ 菓子工房アルルカンのスウィーツショー　2_
味心 松、食酒菜 林吾、居食処 がんぞーの魚さ
ばきショー　3_TIARA-Hair&Make- のヘア
ショー　4_ 宝くじ社会貢献広報事業を受けて
完成した少女のブロンズ像（生協くまもと水光
社正面玄関横）　5_ブロンズ像除幕式

　

み
な
ま
た
初
恋
通
り
商
店
会
で
、

キ
ラ
キ
ラ
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
「
技
こ
そ
ア
ー
ト
」

を
テ
ー
マ
に
、
同
商
店
会
の
メ
ン
バ

ー
が
匠
の
技
を
披
露
。
美
容
、
ス
ウ

ィ
ー
ツ
、
魚
さ
ば
き
で
訪
れ
た
人
を

魅
了
し
ま
し
た
。
水
俣
高
校
生
に
よ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
５
０
０
円
グ

ル
メ
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
終
日
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
初
恋
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
市
が
設
置
し
た
ブ
ロ
ン
ズ

像
の
除
幕
式
も
あ
り
、
西
田
市
長
ら

が
出
席
。
故
・
村
下
孝
蔵
さ
ん
の
レ

２

１

３

５

４

を
耳
に
す
る
た
び
、
消
防
設
備
の
適

切
な
設
置
・
保
守
の
重
要
性
を
痛
感

し
て
い
る
永
田
さ
ん
。
講
習
や
訓
練

な
ど
を
通
じ
て
、
建
物
関
係
者
や
利

用
者
に
消
防
設
備
の
点
検
の
必
要
性

な
ど
に
つ
い
て
普
及
啓
発
し
て
い
く

こ
と
が
使
命
と
感
じ
て
い
ま
す
。

や
、
水
俣
病
問
題
の
解
決
に
向
け
地

元
自
治
体
と
し
て
積
極
的
に
意
見
を

発
信
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
し
ま
し
た
。

災
で
は
、
南
側
の
飲
食
店
街
へ
延
焼

拡
大
中
に
、
自
ら
筒
先
を
握
っ
て
消

火
に
あ
た
り
、
鎮
火
に
成
功
。
こ
の

他
多
数
の
火
災
や
災
害
現
場
な
ど
で

活
躍
し
、
住
民
の
安
心
安
全
な
暮
ら

し
の
た
め
多
大
に
貢
献
し
ま
し
た
。

▲会場は東京ミッドタウン。経済成長の過程で公害が発生
した米・ピッツバーグ市とも交流し、新たな国際交流の第
一歩も踏み出しました。

コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
、

切
り
絵
作
家
で
あ
り
彫
刻
家
の
村
上
保

さ
ん
が
制
作
し
た
も
の
で
、
初
恋
の
ま

ち
の
イ
メ
ー
ジ
定
着
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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学校と地域をつなぐ、あたたかいＰＴＡ
久木野小ＰＴＡ「日本ＰＴＡ団体表彰」受章報告
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多様な人が集まって、まちの魅力を発信
M
ミ ナ マ タ
inamata M

モ ヤ イ
oyai M

ミュージック
usic F

フェスティバル
estival
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久
木
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
11
月
19

日
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
表
彰
を
受
賞

し
、
昨
年
12
月
に
市
役
所
で
受
賞
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

久
木
野
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
小
規
模
校

な
ら
で
は
の
全
員
参
加
型
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
し
し
鍋
マ
ラ

ソ
ン
や
住
吉
神
社
の
祭
り
な
ど
地
域

行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
。
古
里
の

俵
踊
り
や
寒
川
の
棒
踊
り
な
ど
、
郷

土
芸
能
の
伝
承
に
も
長
年
取
り
組
ん

で
お
り
、
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
地
域
を

つ
な
ぐ
核
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
実
績
が
評
価
さ
れ
、
受
章
に

至
り
ま
し
た
。

　

水
俣
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
文
化
、

価
値
観
を
合
わ
せ
て
、
ま
ち
の
魅
力

を
多
方
に
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
、

実
行
委
員
会
に
よ
り
八
幡
宮
参
集
殿

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
俣
で
音
楽
活
動
を
行
う
人
た
ち

の
ラ
イ
ブ
や
、
水
俣
の
新
鮮
な
魚
介

類
や
食
べ
物
の
販
売
、
子
ど
も
た
ち

が
自
由
な
発
想
で
絵
を
描
く
ラ
イ
ブ

ペ
イ
ン
ト
な
ど
が
あ
り
、
多
く
の
人

が
訪
れ
ま
し
た
。
水
俣
の
価
値
や
ま

ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を
語
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
出
演
者
に

よ
る
水
俣
の
魅
力
な
ど
の
話
に
、
参

加
者
が
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

地元食材とアイデアが詰まった料理が完成
第２回みなまたジュニア料理コンテスト

　

水
俣
商
工
会
議
所
青
年
部
が
市
公

民
館
で
、
市
内
小
中
学
生
を
対
象
に

し
た
「
み
な
ま
た
ジ
ュ
ニ
ア
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
書

類
選
考
通
過
者
に
よ
る
最
終
選
考
会

で
、
小
学
生
４
人
と
中
学
生
１
人
が

参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
が
地
元
食
材
を
使

い
、
自
由
な
発
想
で
調
理
し
ま
し
た
。

　

優
勝
は
袋
中
１
年
・
井
手
原
風
花

さ
ん
が
考
案
し
た
「
し
ら
す
ピ
ザ
」。

生
地
に
大
葉
と
塩
こ
ん
ぶ
を
刻
ん
で

入
れ
、
し
ら
す
と
サ
ラ
ダ
タ
マ
ネ
ギ

を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
ま
し
た
。
優
勝
・

準
優
勝
作
品
は
、
同
青
年
部
会
員
の

飲
食
店
で
提
供
予
定
で
す
。

大学と連携し、地域の活性化へ
市と慶應義塾大学の遠隔講義
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市
と
慶
應
義
塾
大
学
は
、
昨
年
２

月
に
締
結
し
た
「
連
携
・
協
力
に
関

す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、
ま
ち
づ
く

り
や
健
康
、
環
境
、
産
業
、
情
報
の

分
野
に
お
い
て
協
働
で
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
市
の
発
展
・
振
興
、

大
学
の
教
育
や
研
究
活
動
の
充
実
・

発
展
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

同
大
で
は
昨
年
９
月
か
ら
今
年
１

月
に
か
け
て
「
水
俣
学
」
の
授
業
が

行
わ
れ
て
お
り
、
市
が
講
師
と
し
て

参
加
し
て
い
ま
す
。
12
月
に
は
企
画

課
職
員
が
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
通
し

て
遠
隔
授
業
を
行
い
、
水
俣
環
境
ア

カ
デ
ミ
ア
に
つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。

読書の楽しさを知るきっかけに
よむよむセカンドブック事業 絵本贈呈式

　

市
は
、
「
日
本
一
の
読
書
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
乳
児
に
絵
本
を
贈
る
「
ぐ
る
り

ん
ぱ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
度
か
ら
、

家
庭
で
の
読
書
活
動
の
継
続
と
充
実

を
図
る
た
め
、
５
歳
児
に
希
望
す
る

絵
本
を
贈
る
「
よ
む
よ
む
セ
カ
ン
ド

ブ
ッ
ク
事
業
」
を
始
め
ま
し
た
。

　

は
つ
の
保
育
園
で
行
っ
た
絵
本
贈

呈
式
で
は
、
吉
本
教
育
長
が
対
象
と

な
る
子
ど
も
と
保
護
者
に
絵
本
を
手

渡
し
ま
し
た
。
受
け
取
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
大
切
そ
う
に
絵
本
を
抱
え
、

笑
顔
を
見
せ
て
喜
び
ま
し
た
。

緑を愛し、ふるさとを愛する心を育む
水俣・芦北地域緑の少年団交流集会

12/5

　

水
俣
・
芦
北
地
域
緑
の
少
年
団

育
成
連
絡
協
議
会
が
、
県
環
境
セ

ン
タ
ー
で
交
流
集
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
緑
に
親
し
ん
で

も
ら
い
、
緑
を
守
り
育
て
る
活
動
を

通
じ
て
ふ
る
さ
と
や
人
を
愛
す
る
心

豊
か
な
人
間
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
の

思
い
で
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
の
は
久
木
野
小
、
津
奈

木
小
、
大
野
小
、
田
浦
小
の
児
童
約

40
人
。
地
球
温
暖
化
や
森
林
の
果
た

す
役
割
な
ど
を
学
ぶ
「
森
林
教
室
」、

木
の
実
な
ど
を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
作
り
な
ど
を
体
験
し
、
緑
に

親
し
み
な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。

11/29

焼きたてのカキ、おいしい！！
第１回 水俣・芦北 旬のカキ祭り

　

水
俣
・
芦
北
地
域
で
は
、
水

俣
・
芦
北
・
津
奈
木
の
３
漁
協
で

マ
ガ
キ
養
殖
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
冬
か
ら
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
マ
ガ
キ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
消
費
拡

大
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
つ
な
ぎ
町

物
産
館
グ
リ
ー
ン
ゲ
イ
ト
周
辺
で
、

初
め
て
の
カ
キ
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
カ
キ
１
キ
ロ
グ
ラ

ム
を
１
５
０
０
円
で
販
売
。
設
置

さ
れ
た
カ
キ
小
屋
で
焼
い
て
食
べ

る
こ
と
も
で
き
、
小
屋
の
中
は
濃

厚
で
ク
リ
ー
ミ
ー
な
旬
の
カ
キ
を

味
わ
う
人
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

12/6
障がい者の地域での生活を考える

もやい座談会
　

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
た
ち
が
、

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
贈
る
様
子

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
障
が
い
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
と
、
も

や
い
館
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
胎
児
性
水
俣
病
患
者
と
、
東
京

都
世
田
谷
区
の
障
が
い
者
と
の
交
流

が
縁
で
結
成
し
た
実
行
委
員
会
「
み

な
せ
た
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

介
助
職
に
携
わ
る
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト

「
ク
ラ
タ
ー
ナ
」
は
、
介
助
の
様
子

を
歌
で
表
現
。
創
作
劇
で
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
生

活
や
体
験
、
葛
藤
な
ど
を
演
劇
に
し
、

思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

▲創作劇や介助職の音楽ユニットによる歌で、生活や体験
を表現

▲墨人・新立航大さんによるプレゼンテーション▲自信作がずらり！ どれもおいしそうです♪

12/5

12/5

▲目隠しをして木や土に触れ、視覚以外の感覚で自然を感じ
る「ネイチャーゲーム」に参加する子どもたち

▲受賞報告後の記念撮影（左から吉本教育長、西田市長、
久木野小ＰＴＡ・黒木副会長、久木野小・林田校長） ▲画面の向こうの学生に講義する企画課・山根悠也さん

▲ヒオウギガイやエビ、イカなども販売され、カキと一緒
に焼いて味わう人もいました
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お茶の新事業開始、収益を寄附
南九州センコー㈱ 障がい福祉寄附金贈呈

12/10

わいわい楽しく、でも真剣勝負！
第２回玉入れ大会
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南
九
州
セ
ン
コ
ー
㈱
が
売
上
金

の
一
部
・
30
万
円
を
市
に
寄
附
し

ま
し
た
。

　

物
流
事
業
を
行
う
同
社
で
は
、

平
成
25
年
に
ア
グ
リ
事
業
（
茶
葉

の
栽
培
・
販
売
）
を
開
始
。
収
穫

し
た
茶
葉
を
「
緑
茶
千せ
ん
か香
」
と
し

て
商
品
化
し
ま
し
た
。
そ
の
商
品

を
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
・
セ
キ
ス
イ

ハ
イ
ム
が
全
国
の
展
示
場
で
の
お

も
て
な
し
用
に
購
入
。
寄
附
金
は

こ
の
売
り
上
げ
の
一
部
で
、
市
の

障
が
い
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
の
思
い
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

市
は
市
立
総
合
体
育
館
で
、
玉

入
れ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
み

な
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
祭
り
２
０
１
５

の
一
つ
で
、
昨
年
に
続
き
２
回
目
。

40
チ
ー
ム
・
２
７
８
人
が
参
加
し
、

一
般
、
女
子
、
小
学
生
、
幼
児
の

部
に
分
か
れ
て
、
１
０
０
個
（
幼

児
は
50
個
）
の
玉
を
入
れ
る
タ
イ

ム
を
競
い
ま
し
た
。
優
勝
チ
ー
ム

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
一
般　
　

チ
ー
ム 
マ
ッ
ス
ル

▼
女
子　
　

ハ
イ
キ
ュ
ー

▼
小
学
生　

ス
ポ
ン
ジ
ボ
ブ

▼
幼
児　
　

わ
か
た
け
キ
ッ
ズ
レ

　
　
　
　
　

ン
ジ
ャ
ー

水銀条約の批准と実施に向け学ぶ
JICA 研修員 市長表敬

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
「
水
銀
に
関
す
る

水
俣
条
約
批
准
に
向
け
た
能
力
強

化
」
が
昨
年
12
月
、
約
１
週
間
水
俣

市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
受
け
入

れ
先
で
あ
る
（
一
社
）
水
俣
病
セ
ン

タ
ー
相
思
社
と
研
修
員
が
市
役
所
を

訪
れ
、西
田
市
長
と
面
会
し
ま
し
た
。

　

研
修
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
ニ
カ
ラ

グ
ア
、
中
国
な
ど
か
ら
７
人
が
参
加
。

水
銀
条
約
の
批
准
に
関
わ
る
法
整
備

や
日
本
の
取
り
組
み
へ
の
理
解
、
各

国
で
の
取
り
組
み
の
推
進
な
ど
を
研

修
の
到
達
目
標
に
掲
げ
、
水
俣
で
は

水
俣
病
や
環
境
再
生
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

水俣を食で元気に！ 情報誌創刊
「水俣食べる通信」創刊記念イベント
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地
域
特
産
の
食
材
を
通
し
て
生
産

者
と
消
費
者
を
結
ぶ
情
報
誌
「
食

べ
る
通
信
」
が
全
国
で
発
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
12
月
、
㈱
も
じ
ょ
か

堂
が
水
俣
版
を
創
刊
。
水
俣
の
生

産
者
を
特
集
し
た
記
事
や
レ
シ
ピ
な

ど
を
掲
載
し
、
季
刊
発
行
（
３
カ

月
に
１
回
）
し
ま
す
。
第
１
回
の
発

行
分
は
漁
師
・
田
村
辰
紀
男
さ
ん
の

「
緋ひ
お
う
ぎ
が
い

扇
貝
」
で
す
。

　

発
行
前
に
は
市
公
民
館
で
、
創
刊

記
念
「
食
で
水
俣
を
ア
ツ
く
す
る
会
」

を
開
催
。
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
、
食
や
地
域
活
性
化
に
つ

い
て
熱
く
語
り
合
い
ま
し
た
。

市の地域創生に、国水研が協力
第１回みなまた地域創生ビジョン研究会

　

市
と
国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
（
国
水
研
）
は
昨
年
２
月
、
包

括
的
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
を
踏
ま
え
、
水
俣
病
被
害

地
域
の
地
域
創
生
に
貢
献
し
よ
う
と
、

国
水
研
が
「
み
な
ま
た
地
域
創
生
ビ

ジ
ョ
ン
研
究
会
」
を
同
セ
ン
タ
ー
で

初
め
て
開
催
。
市
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
の
説
明
や
市
内
見
学
な
ど
で
、

水
俣
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

研
究
会
の
委
員
は
水
俣
に
ゆ
か
り

の
あ
る
大
学
関
係
者
な
ど
。
今
後
、

市
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

や
そ
の
実
現
に
向
け
て
政
策
内
容
を

検
討
し
、
政
策
提
言
を
行
い
ま
す
。

「初恋」で水俣を活性化♥
「第１回地域資源等と連携した初恋のまちづくり検討会」
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市
は
地
方
創
生
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
恋
に
関
す
る
地
域

資
源
を
活
用
し
、
交
流
人
口
の
増

加
や
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
く

た
め
の
計
画
を
策
定
予
定
で
す
。

そ
の
た
め
の
検
討
会
議
の
１
回
目

を
、
市
役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

検
討
会
に
は
、
水
俣
高
校
生
や

水
俣
青
年
会
議
所
、
商
店
会
連
合

会
、
市
職
員
が
参
加
。
３
つ
の
班

に
分
か
れ
、
自
由
な
発
想
で
ア
イ

デ
ア
出
し
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

ア
イ
デ
ア
を
基
に
、
次
回
の
検
討

会
で
は
企
画
書
作
り
を
行
う
予
定

で
す
。
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田畑和雄さん、吉井正利さんが受賞！
熊本県農林水産業功労者表彰

　

農
林
水
産
業
を
通
し
て
県
の
振

興
・
発
展
に
貢
献
の
あ
っ
た
人
や
団

体
を
表
彰
す
る
「
熊
本
県
農
林
水
産

業
功
労
者
表
彰
」
を
、
水
俣
市
の
２

人
が
受
賞
し
ま
し
た
。
農
業
部
門
の

田
畑
和
雄
さ
ん
（
62
歳
・
袋
）
と
、

林
業
・
林
産
業
部
門
の
吉
井
正
利
さ

ん
（
73
歳
・
大
川
）
で
す
。

　

田
畑
さ
ん
は
「
サ
ラ
た
ま
ち
ゃ

ん
」
を
商
標
登
録
し
、
サ
ラ
ダ
タ
マ

ネ
ギ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
。
吉
井
さ

ん
は
久
木
野
分
収
造
林
組
合
長
を
務

め
、
地
域
林
業
振
興
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。
こ
の
他
、
多
く
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

12/22
はがきで感じる、大切な人とのつながり

「きずな年賀2016」贈呈式
　

水
俣
郵
便
局
と
芦
北
部
会
内
13

郵
便
が
合
同
で
、
「
き
ず
な
年
賀

２
０
１
６
」
贈
呈
式
を
行
い
ま
し

た
。
協
力
事
業
者
の
協
賛
に
よ
り
、

年
賀
は
が
き
を
学
校
な
ど
に
贈
呈

す
る
も
の
で
、
水
俣
で
は
市
内
全

小
中
学
校
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
に
手
紙
を
書
く
楽
し
み

や
受
け
取
る
喜
び
を
経
験
し
て
も

ら
い
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る

年
始
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

久
木
野
小
の
草
野
茉
優
さ
ん

（
３
年
）
は
、
「
家
族
に
書
き
た

い
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

▲久木野小学校で行われた贈呈式

▲一生懸命玉を投げる姿に、周りから声援が飛びました▲西田市長を囲んで記念撮影

12/18

12/21

▲（左）左から南九州センコー㈱・高橋社長、西田市長、セキスイ
ハイム九州㈱・石松 南支社長　（右）南九州センコー㈱の事業説明

▲どんなアイデアが出たかは、まだ秘密です♥

▲左から吉井さん、西田市長、田畑さん



　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・

税
番
号
）
制
度
の
開
始
に
伴
い
、

平
成
28
年
１
月
か
ら
市
役
所
で
の

税
や
社
会
保
障
の
一
部
の
手
続
き

（
左
表
参
照
）
の
際
に
、
申
請
書

や
届
出
書
に
記
載
欄
が
あ
る
場
合

に
限
り
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
の
記
載
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
申
請
者
本
人
だ
け
で
な
く
家

族
の
個
人
番
号
が
必
要
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

や
む
を
得
ず
個
人
番
号
の
記
載

が
で
き
な
い
場
合
で
も
、
従
来
ど

お
り
の
手
続
き
に
よ
り
受
け
付
け

ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
窓
口
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆「
個
人
番
号
の
確
認
」と「
本

人
確
認
」

　

市
役
所
で
は
、
窓
口
で
本
人
か
ら

個
人
番
号
の
提
供
を
受
け
る
場
合
、

「
個
人
番
号
の
確
認
」（
記
載
さ

れ
た
番
号
に
誤
り
が
な
い
か
）
と

「
本
人
確
認
」（
そ
の
番
号
の
正

し
い
持
ち
主
で
あ
る
か
）
の
２
つ

を
行
い
ま
す
。
郵
送
の
場
合
も
同

様
の
確
認
を
行
い
ま
す
。
下
図
の

書
類
の
写
し
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
人
（
委
任
者
）
の
代

理
人
か
ら
個
人
番
号
の
提
供
を
受

け
る
場
合
は
、
代
理
権
の
確
認
、

代
理
人
の
本
人
確
認
、
委
任
者
の

個
人
番
号
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

　

●　

●　

●　

●　

●　

●

通
知
カ
ー
ド
を
預
か
っ
て
い
ま
す

　

平
成
27
年
10
月
以
降
に
配
達

さ
れ
た
通
知
カ
ー
ド
の
う
ち
、
あ

て
所
不
明
や
不
在
な
ど
の
理
由
で

郵
便
局
か
ら
返
却
さ
れ
た
も
の
を
、

市
民
課
で
預
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ

て
い
な
い
人
は
、
身
分
証
（
運
転

免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
を

持
参
し
て
、
市
民
課
戸
籍
住
民
係

（
市
役
所
２
階
❹
番
窓
口
）
で
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
保
険
証
な

ど
の
顔
写
真
が
な
い
身
分
証
は
２

種
類
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

代
理
人
が
受
け
取
る
場
合
は
、

代
理
人
の
身
分
証
と
委
任
状
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

通知カード・個人番号カードに関すること
市民課戸籍住民係☎ ６１-１６１１

マイナンバー制度に関すること
総務課行政係☎ ６１-１６０３

マイナちゃん

または
http://www.gov-online.go.jp/tokusyu/mynumber/

政府広報オンライン　マイナンバー 検索

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
開
始
で

マイナンバー総合フリーダイヤル
☎ ０１２０-９５-０１７８
㈪～㈮　9:30 ～ 22:00
㈯・㈰・㈷　9:30 ～ 17:30

■問い合わせ

外国語による案内
マイナンバー制度に関すること
☎ ０１２０-０１７８-２６
通知カード・個人番号カードに関すること
☎ ０１２０-０１７８-２７

市の窓口

マイナンバー制度

【本人が手続きする際の２つの確認】

★個人番号カード
●個人番号通知カード
●個人番号が記載され
た住民票の写し
のいずれかの提示

①個人番号確認
★個人番号カード
●運転免許証
●パスポート
などの提示

②本人確認

●委任状
●法定代理人である
ことを証明する書類
の提示

①代理権の確認
●個人番号カード
●個人番号通知カード
●個人番号が記載され
た住民票
のいずれかの写しの提示

③委任者の個人番号確認
●個人番号カード
●運転免許証
●パスポート
などの提示

②代理人の本人確認

【代理人による手続きの際の確認】

市
役
所
で
の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

0000　0000　0000

水俣　太郎

【通知カード】

※画像を一部加工しています

個人番号の提供の際の確認内容

個
人
番
号
カ
ー
ド
な
ら

２
つ
の
確
認
が
１
枚
で

で
き
る
ん
だ
ね
☆

分野 手続き 窓口

税 固定資産税・軽自動車税の減免の申請 税務課
市民税係
☎  61-1610
固定資産税係
☎  61-1620
収納対策室
☎  61-1630

納税管理人の申告

固定資産非課税の申告、各種減額適用申請

償却資産の申告

児童福祉 子どものための教育・保育給付に係る支給認定申請など 福祉課
子ども子育て支援室
☎  61-1660

児童手当の認定申請など

児童扶養手当の認定申請など

家庭生活支援員の派遣申し込み

母子家庭等自立支援教育訓練給付金・高等技能訓練促進給付金の申請など

障がい福祉 各種手帳の申請など 福祉課
障がい福祉支援係
☎  61-1650

自立支援医療費（更生、育成、精神通院）の申請など

補装具費の支給申請など

地域生活支援事業の利用申請

特別児童扶養手当、特別障害者手当、障害児福祉手当、経過的福祉手当の申請など

障がい児福祉サービスの支給申請など

障がい者福祉サービスの支給申請など

生活保護 生活保護の申請 福祉課
生活支援室
☎  61-1670

国民健康保険 療養費の申請など 市民課
年金医療保険係
☎  61-1622
☎  61-1633

第三者行為による被害の届出

高額療養費の支給申請

高額介護合算療養費の支給申請

資格取得・変更・喪失の異動届

被保険者証の再交付申請

高齢受給者証の再交付申請

特定疾病の認定申請

住所地特例の届出

後期高齢者医療 基準収入額適用申請 市民課
年金医療保険係
☎  61-1622
☎  61-1633

資格取得・変更・喪失に係る届出

被保険者証の再交付申請

療養費の申請など

高額療養費の支給申請

高額介護合算療養費の支給および自己負担調整額証明書の交付申請

限度額適用・標準負担額限度額の認定申請

食事療養費差額支給の申請

特定疾病の認定申請

介護保険 居宅サービス計画作成依頼の届出 健康高齢課
高齢介護支援室
☎  63-3051

介護予防サービス計画作成依頼の届出

介護予防サービス・介護予防ケアマネジメント変更の届出

介護保険（要介護認定など）申請

要介護認定・要支援認定区分変更の申請

介護保険サービスの種類指定変更の申請

被保険者証の交付（再交付）申請

高額介護合算療養費などの支給および自己負担額証明書の交付申請

高額介護（予防）サービス費支給の申請

基準収入額の適用申請

負担限度額の認定申請

減免・徴収猶予の申請

◆個人番号の記載が必要となる主な手続き
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◆
電
気
を
、ち
ゃ
ん
と
「
選
ぶ
」

　

電
力
の
小
売
業
に
参
入
す
る
事

業
者
は
、
顧
客
を
獲
得
す
る
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
事
業
者
同
士
が

市
場
で
競
争
す
る
こ
と
で
、
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、
電
気

料
金
が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
選
択
肢
が
増
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
消
費
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
や
考
え
方
に
合
っ

た
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

【
選
び
方
の
例
】

○
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た

　

時
間
帯
別
料
金
プ
ラ
ン
を
選
ぶ

○
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心

　

と
し
た
電
力
を
供
給
す
る
事
業

　

者
を
利
用
す
る　

な
ど

　

そ
の
一
方
で
消
費
者
は
、
多
く

の
サ
ー
ビ
ス
の
中
か
ら
自
ら
情
報

を
集
め
、
吟
味
し
て
、
選
択
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
事
業
者
と

契
約
す
る
な
ど
の
手
続
き
も
必
要

で
す
。

　

新
し
い
制
度
を
ち
ゃ
ん
と
知
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
電
力
消

費
の
か
た
ち
を
、
ち
ゃ
ん
と
選
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

◆
電
力
会
社
切
り
替
え
の
事

前
予
約
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　

１
月
か
ら
、
各
電
力
会
社
に
お

い
て
、
電
力
会
社
切
り
替
え
の
事

前
予
約
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

選
択
で
き
る
電
力
会
社
に
つ
い

て
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、「
電

力
自
由
化
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
窓
口
」
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

予
約
の
方
法
は
、
各
電
力
会
社

に
直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
か
ら
は
、
各
電
力
会
社
か

ら
電
力
の
供
給
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
が
、
具
体
的
な
切
り
替

え
日
は
電
力
会
社
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
切
り
替
え
先
の
電
力
会

社
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
よ
く
あ
る
質
問
に
答
え
ま
す

○
悪
徳
業
者
に
ご
注
意
！

　

国
に
登
録
し
た
電
力
会
社
を
名

　

乗
っ
た
悪
徳
業
者
の
詐
欺
が
現

　

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
登

　

録
小
売
電
気
事
業
者
か
ど
う
か
、

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
情
報
を

　

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集
は

　

代
理
店
が
行
う
場
合
も
あ
り
ま

　

す
。

○
契
約
内
容
を
し
っ
か
り
確
認
！

　

長
期
契
約
な
ど
を
前
提
に
し
た

　

割
り
引
き
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
は
、

　

解
約
金
や
違
約
金
が
発
生
す
る

　

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ト
ラ

　

ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

　

契
約
内
容
を
十
分
に
確
認
し
て

　

く
だ
さ
い
。

○
「
切
り
替
え
な
い
」
選
択
も
で

き
ま
す

　

切
り
替
え
手
続
き
を
し
な
い
場

　

合
は
、
現
在
契
約
し
て
い
る
電

　

力
会
社
か
ら
引
き
続
き
電
気
を

　

購
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
電
力
は
安
定
供
給
さ
れ
ま
す

　

電
力
会
社
を
切
り
替
え
て
も
、

　

新
た
に
電
線
を
引
く
必
要
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
停
電
が
多

　

く
な
る
な
ど
電
力
供
給
が
不
安

　

定
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■問い合わせ
電力自由化についてのお問い合わせ窓口
☎ ０５７０－０２８－５５５
受付時間　９時～ 18時（土日祝日を除く）
経済産業省資源エネルギー庁ホームページ
http://www.enecho.meti.go.jp/category/electricity_
and_gas/electric/electricity_liberalization/

　４月から、電気の小売業への
参入が全面自由化されます。これ
まで地域の電力会社のみから電
気を購入していた、一般家庭を
含む全ての消費者が、電力会社
や料金メニューを自由に選択でき
るようになります。

電力小売
全面自由化

ちゃんと知って、ちゃんと選ぼう
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事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収
で
！

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
制
度

は
、
従
業
員（
給
与
な
ど
の
支
払

い
を
受
け
て
い
る
人
）の
個
人
住

民
税（
市
町
村
民
税
・
県
民
税
）

を
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様

に
、
事
業
所（
給
与
支
払
者
）が

毎
月
の
給
与
か
ら
天
引
き
し
、
住

所
地
の
市
町
村
へ
納
入
す
る
制
度

で
す
。
毎
年
度
４
月
１
日
時
点
で

給
与
の
支
払
い
を
行
う
従
業
員
に

つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
特
別
徴

収
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

熊
本
県
と
県
内
市
町
村
で
は
、

平
成
25
年
度
ま
で
に
特
別
徴
収
義

務
が
あ
る
事
業
者
に
対
し
て
、
個

人
住
民
税
の
特
別
徴
収
完
全
指
定

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も
引
き

続
き
「
税
負
担
の
公
平
性
と
納
税

者
の
利
便
性
の
向
上
」
を
目
的
と

し
て
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
の

徹
底
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
退
職
な
ど
で
特
別
徴
収
が
で
き

な
い
場
合

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
事
業

所
で
、
従
業
員
が
１
月
１
日
か
ら

４
月
30
日
の
間
に
退
職
な
ど
で
異

動
す
る
場
合
、
給
与
・
退
職
手
当

な
ど
の
額
が
、
退
職
の
翌
月
以
降

に
事
業
所
で
徴
収
す
る
月
割
額
を

超
え
る
と
き
は
、
残
り
の
税
額
分

を
一
括
徴
収
す
る
取
り
扱
い
と
な

り
ま
す
。
徴
収
方
法
に
つ
い
て
再

度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
異
動
な
ど
に
併
せ
て
届

出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
異
動

が
あ
っ
た
翌
月
10
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

　

給
与
支
払
報
告
書
は
、
給
与

所
得
者
に
と
っ
て
個
人
住
民
税
の

申
告
に
代
わ
る
重
要
な
も
の
で
す
。

昨
年
12
月
上
旬
に
各
事
業
所
へ
給

与
支
払
報
告
書
の
依
頼
文
を
送

付
し
ま
し
た
。
内
容
に
留
意
し
て
、

早
目
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
提
出
締
切
日　

２
月
１
日
㈪
必
着

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
☎
６
１
・

１
６
１
０

65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定

者
の「
障
害
者
控
除
」

　

所
得
税
の
確
定
申
告
や
市
県

民
税
の
申
告
の
際
、
申
告
す
る
本

人
や
扶
養
親
族
が
「
身
体
障
害
者

手
帳
」
な
ど
を
持
っ
て
い
る
場
合
、

「
特
別
障
害
者
控
除
」
ま
た
は
「
障

害
者
控
除
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
な
ど
が

な
く
て
も
、
身
体
や
精
神
に
障
が

い
の
あ
る
65
歳
以
上
の
人
で
、
そ

の
障
が
い
の
程
度
が
身
体
障
が
い

者
ま
た
は
知
的
障
が
い
者
と
同
程

度
で
あ
る
と
市
長
が
認
定
す
る
場

合
に
も
、
市
が
発
行
す
る
認
定
書

を
提
示
す
る
と
、
同
じ
く
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

す
で
に
「
身
体
障
害
者
手
帳
」・

「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
」・

「
療
育
手
帳
」な
ど
を
持
っ
て
い

て
、
そ
の
手
帳
な
ど
で「
特
別
障

害
者
控
除
」が
受
け
ら
れ
る
人
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者

　

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

る
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
で
、

介
護
認
定
時
の「
主
治
医
意
見
書
」

が
次
の
表
の
基
準
を
満
た
す
人

■
申
請
方
法　

申
請
者
の
印
鑑
、

対
象
者
の
介
護
保
険
証
を
健
康
高

齢
課
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
毎

年
申
請
が
必
要
で
す
。

■
判
定
・
通
知　

平
成
27
年
12

月
31
日
現
在
の
介
護
認
定
に
係
る

「
主
治
医
意
見
書
」
を
基
に
判
定

し
、
申
請
を
し
た
翌
日
以
降
に
結

果
を
通
知
し
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
高

齢
課
（
も
や
い
館
１
階
）
☎
６
３
・

３
０
５
１

確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
ま
す

　

所
得
税
、
復
興
特
別
所
得
税
、

消
費
税
、
地
方
消
費
税
、
贈
与
税

の
確
定
申
告
に
関
す
る
相
談
に
電

話
で
応
じ
ま
す
。

確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
 ０
９
６
５
・
３
２
・
３
１
４
１

案
内
に
従
っ
て「
０
」番
を
選
択

■
開
設
期
間　

１
月
18
日
㈪
〜
３

月
15
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ　

八
代
税
務
署
☎
 

０
９
６
５
・
３
２
・
３
１
４
１
（
自

動
音
声
案
内
）

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
を

送
付
し
ま
す（
税
の
申
告
用
）

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
、

共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
る

老
齢
年
金
な
ど
（
老
齢
や
退
職
を

支
給
事
由
と
す
る
年
金
）は
、
所

得
税
法
上「
雑
所
得
」と
み
な
さ
れ
、

所
得
税
の
課
税
対
象
で
す
。

　

公
的
年
金
な
ど
の
支
払
者
（
日

本
年
金
機
構
・
各
共
済
組
合
）
は
、

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
た
か
ど

う
か
に
関
係
な
く
、
老
齢
年
金
な

ど
の
年
金
受
給
者
全
員
に
平
成
27

年
分
（
１
月
か
ら
12
月
）の「
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
作
成

し
、
１
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

　
「
障
害
年
金
」・「
遺
族
年
金
」

に
つ
い
て
は
課
税
対
象
外
の
た
め

送
付
し
ま
せ
ん
。

■
源
泉
徴
収
票
の
記
載
内
容　

１

年
間
に
支
払
わ
れ
た
年
金
の
総
額
、

社
会
保
険
料
の
金
額
、
源
泉
徴
収

税
額
お
よ
び
控
除
内
容
な
ど
。

◆
確
定
申
告
に
必
要
で
す

　

２
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者
に

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」を
提
出

し
て
い
る
人
や
、
年
金
以
外
に
給

与
な
ど
の
所
得
が
あ
る
人
、
公
的

年
金
な
ど
の
雑
所
得
の
合
計
額
が

各
種
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え

る
人
な
ど
は
、
確
定
申
告
の
際
に

添
付
書
類
と
し
て
必
要
に
な
り
ま

す
。
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

日
本
年
金
機
構

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
・

０
５
・
１
１
６
５
／
八
代
年
金
事
務

所
☎
０
９
６
５
・
３
５
・
６
１
２
３

20
歳
を
迎
え
た
人
は

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

　

20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
人
は
年

金
へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
人
が
必
ず
加
入
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
加
入
手
続
き

　

年
金
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
る

「
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
に
つ

い
て
の
案
内
」
に
同
封
の
国
民
年

金
加
入
届
に
必
要
事
項
を
記
入
し

郵
送
す
る
か
、
市
民
課
❺
番
窓
口

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

加
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
保

険
料
の
納
付
書
が
納
期
限
ま
で
に

届
か
ず
、「
納
め
忘
れ
」
が
発
生

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
免
除
制
度
な
ど

　

次
の
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①
保
険
料
免
除
制
度　

収
入
が
少

　

な
い
、
離
職
中
な
ど
で
保
険
料

　

の
納
付
が
困
難
な
場
合

②
若
年
者
納
付
猶
予
制
度　

30
歳

　

未
満
の
人

③
学
生
納
付
特
例
制
度　

学
生
で

　

収
入
が
な
い
場
合

■
問
い
合
わ
せ　

八
代
年
金
事
務

所
☎
０
９
６
５
・
３
５
・
６
１
４
３

／
市
民
課
☎
６
１
・
１
６
２
２

他
人
に
よ
る
け
が
で
受
診
し
た
ら

国
保
の「
被
害
届
」を
提
出

　

交
通
事
故
や
け
ん
か
、
他
人
の

飼
い
犬
に
か
ま
れ
た
な
ど
、
第
三

者
の
行
為
で
け
が
を
し
た
と
き
も
、

国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医

療（
以
下
、
保
険
者
）の
保
険
証

を
使
っ
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
必
ず「
第

三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

第
三
者
行
為
に
よ
っ
て
受
け
た

治
療
の
費
用
は
、
第
三
者
が
全

額
負
担
（
あ
る
い
は
過
失
割
合
に

応
じ
て
負
担
）
す
る
の
が
原
則
で

す
。
保
険
者
が
一
時
的
に
立
て
替

え
、
後
日
第
三
者
に
請
求
し
ま
す
。

　

事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
相
手
の

連
絡
先
を
確
認
し
、
す
ぐ
に
示
談

せ
ず
、
交
通
事
故
の
場
合
は
必
ず

警
察
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
☎
 ６
１
・

１
６
３
３

国
保
か
ら
社
会
保
険
に
変
わ
っ

た
ら
、
早
め
に
届
け
出
を

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
、国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
人
が
、
職
場
の

健
康
保
険
な
ど
（
以
下
、
社
会
保

険
）
に
加
入
し
た
と
き
は
、
国
保
へ

資
格
喪
失
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

■
届
け
出
に
必
要
な
も
の

①
国
保
の
被
保
険
者
証

②
社
会
保
険
の
保
険
証
（
職
場
で

　

発
行
さ
れ
る
「
健
康
保
険
資
格

　

取
得
証
明
書
」
で
も
可
）

③
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

　

社
会
保
険
に
加
入
し
た
時
点

で
国
保
の
保
険
証
は
使
え
ま
せ
ん
。

誤
っ
て
、
国
保
の
保
険
証
を
使
っ

て
受
診
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
医

療
機
関
・
薬
局
に
連
絡
し
、
社
会

保
険
の
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
（
２
階

❻
番
窓
口
）
☎
 ６
１
・
１
６
３
３

市役所から
お知らせです

国
保
国
保
国
保

年
金
年
金
年
金

防災行政無線の内容が聞き取れないときは、
☎６２－６２２２で内容確認できます（火災は☎６３－６６６６）

nformationＩ

             　対象者
 控除　　　区分
 区分

障がい高齢
者自立度

認知症高齢者
自立度

障害者控除 Ｂ１
Ｂ２

Ⅱｂ
Ⅲａ
Ⅲｂ

特別障害者控除 Ｃ１
Ｃ２

Ⅳ
Ｍ

税税

スイセン
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市役所から
お知らせです

平
成
28
年
度
学
童
ク
ラ
ブ

申
請
は
１
月
22
日
㈮
ま
で
！

　

間
も
な
く
申
請
期
限
で
す
。
利

用
予
定
で
ま
だ
申
請
が
済
ん
で
い

な
い
人
は
、
早
め
に
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
学
童
ク
ラ
ブ
利

用
の
必
要
性
が
高
い
児
童
か
ら
順

に
利
用
を
決
定
し
ま
す
。

　

１
月
25
日
㈪
以
降
も
申
請
は
受

け
付
け
ま
す
が
、
受
け
入
れ
人
数

を
超
え
た
場
合
は
利
用
待
機
者
と

な
り
ま
す
。

※
広
報
み
な
ま
た
平
成
27
年
11
月

15
日
号
で
も
詳
し
く
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

■
対
象
者　

平
成
28
年
４
月
に
一

小
・
二
小
・
袋
小
に
通
学
し
、
保

護
者
が
仕
事
な
ど
に
よ
り
日
中
に

家
庭
に
い
な
い
児
童
。

※
申
請
多
数
の
場
合
、
低
学
年
を

優
先
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

家
庭
で
児
童
を
保

育
す
る
事
が
で
き
な
い
事
を
証
明

す
る
書
類
（
雇
用
証
明
な
ど
）
を

申
請
書
に
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
は
福
祉
課
と
各

学
童
ク
ラ
ブ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.city.m

inam
ata.lg.jp/

■
利
用
期
間　

平
成
28
年
４
月
１

日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日
（
㈰
・

㈷
を
除
く
）

■
募
集
対
象
学
童
ク
ラ
ブ

■
利
用
料　

各
学
童
ク
ラ
ブ
で
異

な
り
ま
す
。
申
請
書
に
添
付
の
募

集
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

子
ど
も
子
育
て
支
援
室（
市
役
所
１

階
❷
番
窓
口
）☎
 ６
１
・
１
６
６
０ 

二
十
歳
が
救
う
命
の
リ
レ
ー

「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

１
月
・
２
月
は
「
は
た
ち
の

献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
す
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
を
始
め
と
し
た

若
い
人
た
ち
に
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

冬
は
献
血
を
す
る
人
が
少
な
い

た
め
、
輸
血
用
血
液
が
不
足
し
や

す
い
季
節
で
す
。
今
ま
で
献
血
を

し
た
こ
と
が
な
い
人
も
、
ど
こ
か

で
血
液
を
必
要
と
し
て
い
る
誰
か

の
た
め
に
、
ぜ
ひ
協
力
し
て
く
だ

さ
い
。

　

期
間
中
に
、
次
の
日
程
で
献
血

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
場
所
・
日
時

○
水
俣
警
察
署
／
２
月
８
日
㈪　

　

10
時
30
分
〜
12
時
30
分

○
Ｊ
Ｎ
Ｃ
開
発
㈱
／
２
月
８
日
㈪

　

14
時
〜
16
時

○
Ｊ
Ｎ
Ｃ
㈱
水
俣
製
造
所
／
２
月

　

９
日
㈫　

９
時
〜
16
時

○
白
梅
病
院
／
２
月
10
日
㈬　

９

　

時
〜
11
時

○
市
役
所
／
２
月
10
日
㈬　

12
時

　

30
分
〜
15
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ　

市
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
 ６
２
・
３
０
２
８

校区 クラブ名 定員
（予定） 所在地 電話番号

一小 一小ふれあい学童クラブ 60人 陣内１-１-８８
（一小校舎内） ６２-７２７０

二小 二小ふれあい学童クラブ 45人 栄町１-３-２４
（二小隣接地） ６３-６９００

袋小 ふくろふれあい学童クラブ 35人 袋１４１３
（袋小隣接地） ６２-６０８８

※次の保育所でも学童クラブを行っています。申し込みなどは直接各保育所に問い
合わせてください。
○中央保育園西方寺（古城２－７－７、☎ ６３－１８２８）
○西方寺保育園（葛渡２３、☎６７－１１１１）

育
児
育
児
育
児

医
療
医
療
医
療

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
か
も
！

「
エ
コ
ダ
イ
ア
リ
ー
」を
回
収
し
ま
す

　

環
境
家
計
簿「
み
な
ま
た
エ

コ
ダ
イ
ア
リ
ー
」を
回
収
し
ま
す
。

提
出
し
た
人
に
は
、
抽
選
で
ス
テ

キ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
た
エ
コ
ダ
イ
ア
リ
ー

の
情
報
は
、
市
か
ら
排
出
さ
れ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
量
を
推
計
す
る

た
め
に
使
用
し
、
個
人
情
報
が
公

表
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

推
計
に
は
多
く
の
エ
コ
ダ
イ
ア

リ
ー
が
必
要
で
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
回
収
対
象

○
広
報
み
な
ま
た
４
月
15
日
号
で

　

配
布
し
た
も
の（
切
り
取
っ
て

　

折
り
た
た
む
と
、
切
手
不
要
で

　

郵
送
で
き
ま
す
）

○
過
去
に
配
布
さ
れ
た
冊
子
型
、

　

ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
印
刷
さ
れ
た
も
の

■
提
出
方
法　

郵
送
ま
た
は
持
参

■
賞
品
・
当
選
人
数

○
環
境
マ
イ
ス
タ
ー
製
品
ス
ペ
シ
ャ

　

ル
セ
ッ
ト　

25
人

○
マ
イ
マ
イ
運
動
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶

　

バ
ッ
ジ　

75
人

■
抽
選
方
法　

平
成
27
年
２
月
１

日
㈰
〜
平
成
28
年
２
月
22
日
㈪
に

提
出
さ
れ
た
、
記
録
済
み
の
エ
コ

ダ
イ
ア
リ
ー
を
対
象
に
抽
選
。（
郵

送
の
場
合
は
消
印
有
効
）

　

２
月
23
日
㈫
以
降
に
提
出
さ
れ

た
場
合
は
、
排
出
量
の
推
計
に
は

使
用
し
ま
す
が
、
今
回
の
抽
選
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

■
抽
選
結
果　

当
選
者
に
は
通
知

の
う
え
賞
品
を
発
送
し
ま
す
。
落

選
の
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
。
抽
選

結
果
の
通
知
や
発
送
な
ど
の
た
め

に
、
住
所
な
ど
の
情
報
を
使
用
し

ま
す
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６

７
ー
８
５
５
５ 

水
俣
市
環
境
課

環
境
政
策
室
（
住
所
不
要
）
☎
 ６

１
・
１
６
１
２

※
セ
ッ
ト
の
内
容
は
、
商
品
の
入

荷
や
価
格
の
状
況
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

nformationＩ
消防団員を募集しています！
応募・問い合わせは、総務課 防災危機管理室（☎６１-１６０４）まで

環
境
環
境
環
境

▼平成 27年のスペシャルセット（例）

【
有
料
広
告
】

　地球温暖化問題は、温室効果ガス（主に二酸化炭素）
により地球全体の温度が上昇し、自然の生態系や人類に
深刻な影響を及ぼすものです。現在、世界中で地球温
暖化を防ぐ取り組みが行われています。

　今回は、家庭でできる温室効果ガス削減を紹介します。
　皆さんは「温室効果ガス削減」より、「省エネ」や「経
済的」などの言葉になじみがあるのではないでしょうか。
よく照明機器やエアコン、その他の家電製品で「省エネ」
や「電気代が年間○○円お得！」などと表示されている
のを見かけると思います。特に古い家電製品を買い替え
ると、表示されている以上に電気代が安くなることも少
なくありません。電気代が安くなるということは、使う電
力が少なくなり、温室効果ガスの排出削減につながります。

　家電製品の買い替えの他にも、「こまめに照明を消す」、
「エアコンの温度設定を見直す」など、ムダを減らすこ
とはできます。１人だけでは小さな削減でも、みんなで
積みあげれば大きな力となります。

　でも、「寒いけど我慢して暖房を使わない」となると、
体調を崩す原因になりかねません。また、一時的には我
慢できても、長く続けることが難しくなります。無理を
せずできる範囲でムダを減らすライフスタイルの実践も、
実は大切なエコ活動なのです。

第8回「無理のないエコライフで
　　　　　　地球温暖化を防ごう」

毎日の暮らしの中に隠れたエコをみつけて、紹介するコラムです。エエココ
みっけ！

2021 広報みなまた2016.1 月合併号広報みなまた2016.1 月合併号



ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
取
り
扱
い

事
業
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
お
礼

の
品
（
水
俣
の
特
産
品
）
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
取
り
扱
い
事
業
者

の
募
集
に
あ
た
り
、
説
明
会
を
行

い
ま
す
。

　

応
募
を
希
望
す
る
事
業
者
は
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
説
明
会
当
日

に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

１
月
21
日
㈭　

13
時
30

分
〜

■
場
所　

み
な
ま
た
環
境
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
２
階
大
研
修
室

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
☎
 ６
１
・

１
６
０
７

蘇
峰
記
念
館
を
一
時
休
館
し

ま
す

　

天
井
補
修
工
事
を
行
う
た
め
、

蘇
峰
記
念
館
を
一
時
休
館
し
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
休
館
期
間　

１
月
25
日
㈪
〜
３

月
18
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
☎
 

６
１
・
１
６
３
９

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

　

詳
し
く
は
、
防
災
生
活
課
に
備

え
付
け
の
募
集
要
項
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
公
開
し
て
い
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

city.m
inam

ata.lg.jp

■
指
定
管
理
内
容　

市
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
・
運
営

■
委
託
期
間　

４
月
１
日
か
ら
平

成
31
年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

■
申
込
締
切
日　

１
月
29
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

防
災
生

活
課
☎
 ６
１
・
１
６
５
６

市役所から
お知らせです

　この前、全国の国際交流員と一緒に
研修するため水俣から遠く離れた千葉
県や滋賀県に行ってきました。都会に行
くことは本当に久しぶりだったので、「都
会」と「田舎」について考えさせられま
した。
　私は20歳のころ、東京で１年間留学
をしました。毎朝満員電車に乗って新宿
区の大学に通いました。どこに行くにも
電車で行けるという、とても便利な生活
を過ごしました。留学時代では、こうい
う大都会が、私にとっての「日本」でした。

　春休み中の１カ月間、島根県雲南市
でホームステイをしました。雲南市は東
京と全く違って驚きました。ホストファミ
リーが住んでいた小さな集落までのバス
は１日に５本しかなく、電車など他の交
通機関ももちろんありません。車がない
と生活できないところでした。
　その一方で、とてもいい点がありまし
た。大自然の山や川、田んぼの景色が
美しかったのです。ホストファミリーの

家の近くには「日本初之宮」といわれて
いる神社があり、古事記によれば、スサ
ノオとクシナダ姫が宮殿にした神社だそ
うです。スサノオが日本初の和歌を詠ん
だところとされていて、「和歌発祥の地」
となっています。歴史的にも興味深い町
でした。
　東京では生活が慌しく、誰も話しかけ
たり案内したりしてくれませんでしたが、
雲南市では、地域の人たちとたくさん交
流ができました。生活の中で手伝ってく
れた優しい人ばかりでした。
　久しぶりの都会では「緑がないな」「み
んな忙しそうだな」と思いました。水俣

は雲南市と同じよ
うに自然が美しくて
人がとても親切です。
その生活に慣れて
いたので、大都会
の生活に圧倒され
てしまいました。

　都会を訪ねると
楽しいですが、水俣に帰ると安心します。
「都会」と「田舎」はそれぞれいいとこ
ろがありますが、私の性格では水俣みた
いな小さな都市が一番だと思います。

ーVol.5ー

「gezellig」（ヘゼリフ）は、「和やかでいい感じ」という意味のオランダ語です。

題字／エリカ

エリカのヘゼリフ

指
定
管
理
者
募
集

指
定
管
理
者
募
集

指
定
管
理
者
募
集

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

蘇
峰
記
念
館

蘇
峰
記
念
館

22広報みなまた2016.1 月合併号

 

「みなまた経済通信」は、水俣の経済を支える地場企業を紹介するコーナーです。

経
済
を
支
え
る
地
場
企
業
の
元
気
は
、
水
俣
の
元
気

に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
回
は
、
高
校
新
卒
者
の
社
員

採
用
を
行
っ
た
興
南
電
気
㈱
を
紹
介
し
ま
す
。

淵上   毛錢の詩

 生きた、臥た、書いた

淵上毛錢
　　  の詩

ふ ち が み

生誕100年

も う せ ん

8　 の

協力／淵上毛錢を顕彰する会

そ
び
え

　
誕
生

　

直
彦
が
今
日
も
来
た

　
お
い
　
ま
た
生
ま
れ
る
ん
だ

　
い
ゝ
ね
と
僕

　
な
に
か
い
ゝ
名
前
が
ほ
し
い
ん
だ

　
う
ん
と
僕

　
考
へ
と
い
て
呉
れ
よ

　
う
ん
と
僕

　
直
彦
が
今
日
も
来
た

　
炎
と
つ
け
ろ
よ
と
僕

　
焔
？
　
炎
？

　
ど
つ
ち
で
も
い
ゝ
が
　
火
の
二
つ
重
な
る
方
が

　
い
ゝ
ぞ
と
僕

　
男
で
も
女
で
も
か

　
う
ん
と
僕

　
直
彦
は
黙
つ
て
ゐ
た

　
　
ね
え
　
お
い

　
　
こ
の
現
実
か
ら
始
ま
る

　
　
新
ら
し
い
児
の
時
代
　
そ
れ
は
も
う

　
　
絶
対
に
信
じ
て
よ
い
の
だ

　
　
新
ら
し
い
児
を
　
め
ら
め
ら
と
燃
え
さ

　
　
せ
る
ん
だ
　
め
ら
め
ら
と

　
直
彦
は
黙
つ
て
ゐ
た
が

　
僕
と
同
じ
考
へ
で
あ
る

　
よ
か
ら
う

　
女
房
に
も
言
ふ
て
お
こ
う

　
直
彦
は
寒
い
夜
道
を

　
帰
へ
つ
て
行
つ
た

　
　
　
　
　  （
昭
和
17
年
ご
ろ
の
作
）

【
解
説
】

　「
誕
生
」は
、毛
錢
最
初
の
詩
集
名
で
あ
り
、

そ
の
詩
集
の
巻
頭
の
詩
が
こ
の「
誕
生
」で
あ

る
。こ
の
詩
の
内
容
は
実
話
で
、生
ま
れ
た
女

の
子
は「
炎（
ほ
の
お
）」と
名
付
け
ら
れ
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、生
ま
れ
て
く
る
子
の
名

を
相
談
さ
れ
る
と
は
、毛
錢
は
よ
ほ
ど
信
頼

さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
開
け
ゆ
き
、

新
し
い
子
の
将
来
は
限
り
な
い
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
の
だ
よ
」と
言
っ
て
祝
福
し
て

い
る
。

【
余
談
】

　「
炎
」と
は
、当
時
と
し
て
は
奇
抜
な
名
だ

っ
た
だ
ろ
う
。ち
な
み
に
毛
錢
は
自
分
の
子

に
は
祈
弩
子
、聳
、黙
示
と
名
付
け
て
い
る
。

　
人
の
名
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
名
付
け
親
の

思
い
や
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。自
分
の

名
を
考
え
て
み
る
と
、ど
う
い
う
人
間
に
な

っ
て
ほ
し
い
か
と
い
う
名
付
け
親
の
願
い
が

わ
か
る
よ
う
だ
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
☎
６

１
・
１
６
3
9

も
く
じ

き
ぬ
こ

電
気
設
備
や
空
調
設
備
の
工
事
を

行
う
興
南
電
気
㈱

　

今
回
は
、吉
本
未
知
也
さ
ん（
19
歳
）

と
代
表
の
平
松
大
祐
さ
ん
に
話
を
聞

き
ま
し
た
。

問　

入
社
の
き
っ
か
け
は
？

　
　
　
　
「
中
学
生
の
と
き
、理
科
の

　
　
　
　

実
験
で
電
気
に
興
味
を
持

っ
た
の
が
最
初
で
す
。そ
れ
か
ら
ず
っ

と
電
気
に
関
係
す
る
仕
事
に
就
き
た

い
と
思
い
、高
校
で
も
電
気
を
勉
強
し

て
、迷
わ
ず
地
元
の
興
南
電
気
㈱
を
選

び
ま
し
た
」

問　

ど
ん
な
お
仕
事
を
？

吉
本
さ
ん　
「
今
は
ま
だ
見
習
い
中
な

の
で
、配
線
な
ど
の
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。最
近
で
は
、Ｊ
Ｎ
Ｃ
さ
ん
の
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
、市
の

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
現
場
を
手
伝
っ
て
い

ま
す
」

問　

御
社
で
の
地
元
人
材
の
採
用
状

況
と
採
用
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

　
　
　
　
「
採
用
に
つ
い
て
は
、昨
年
、

　
　
　
　

今
年
と
地
元
高
校
生
を
１

人
ず
つ
、４
年
前
に
も
１
人
採
用
し
て

い
ま
す
。地
元
採
用
が
中
心
で
す
。採

用
の
ポ
イ
ン
ト
は
、意
欲
、協
調
性
、そ

し
て
自
分
で
考
え
て
行
動
で
き
る
か
ど

う
か
で
す
ね
」

問　

入
社
し
て
か
ら
、う
れ
し
か
っ
た

こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
な
ど
は
？

吉
本
さ
ん　
「
や
は
り
最
初
に
給
料
を

も
ら
っ
た
と
き
が
、一
番
う
れ
し
か
っ

た
で
す
ね
。両
親
が
共
働
き
で
、そ
の
大

変
さ
が
今
に
な
っ
て
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。給
料
日
に
は
、家
族
全
員
に
ご
ち

そ
う
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
」

問　

楽
し
み
は
あ
り
ま
す
か
？

吉
本
さ
ん　
「
休
日
に
、小
学
生
の
弟

と
一
緒
に
エ
コ
パ
ー
ク
で
サ
ッ
カ
ー
を

す
る
の
が
楽
し
み
で
す
」

問　

将
来
の
夢
は
あ
り
ま
す
か
？

吉
本
さ
ん　
「
今
は
１
日
で
も
早
く
仕

事
を
覚
え
、自
分
で
考
え
て
動
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。会

社
や
み
ん
な
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
人

材
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

家
族
思
い
の
吉
本
さ
ん
、こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

頑張ってます
水俣の企業!!

    み
な
ま
た

経
済
通
信

 

   ■
問
い
合
わ
せ　

経
済
観
光
課
☎
６

１
・
１
６
２
８

15

平松代表 吉本さん
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第
43
回
市
民
駅
伝
競
走
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

■
日
時　

３
月
６
日
㈰　

開
会
式

８
時
50
分
〜

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
陸
上

競
技
場
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

■
参
加
資
格　

平
成
28
年
１
月
１

日
現
在
で
市
内
在
住
・
在
学
・
在

職
の
人

■
参
加
料　

１
チ
ー
ム
４
千
円

■
申
込
期
間　

１
月
27
日
㈬
〜
２

月
10
日
㈬

■
申
込
方
法　

参
加
申
込
書
に
参

加
料
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

参
加
申
込
書
、
実
施
要
項
、
コ

ー
ス
図
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

city.m
inam

ata.lg.jp/

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係（
総
合
体

育
館
２
階
事
務
所
内
）☎
 ６
３
・
９

３
１
１

水
俣
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

「
書
記
」募
集

　

業
務
内
容
、
勤
務
条
件
、
応
募

方
法
な
ど
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
受
験
資
格　

高
校
卒
業
程
度
の

学
歴
を
有
す
る
、
昭
和
61
年
４
月

２
日
〜
平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人

■
採
用
人
数　

１
人

■
試
験
日　

２
月
中
旬
予
定

■
試
験
内
容　

作
文
、
面
接

■
契
約
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成

29
年
３
月
31
日
（
再
契
約
可
）

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
地
区
防
犯

協
会
連
合
会
事
務
局
（
水
俣
警
察

署
内
）
☎
 ６
２
・
０
１
１
０

み
な
ま
た
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ
４

参
加
者
募
集

　

み
な
ま
た
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ
４
を
開

催
し
ま
す
。
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

に
ま
だ
予
定
が
な
い
皆
さ
ん
、
福

田
農
場
に
素
敵
な
出
会
い
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
♪

　

パ
エ
リ
ア
づ
く
り
体
験
の
後
、

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
す
。

女
性
の
参
加
者
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
14
日
㈰　

13
時
〜

■
場
所　

福
田
農
場
（
集
合
は
水

俣
商
工
会
議
所
）

■
対
象

○
男
性　

市
内
在
住
の
20
〜
49
歳

　

で
独
身
の
人

○
女
性　

20
〜
49
歳
で
独
身
の
人

■
応
募
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
持
参
す
る

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
水
俣
商

工
会
議
所
に
備
え
付
け
。

■
定
員　

男
女
各
12
人
程
度

■
参
加
料　

男
性
５
千
円
、
女
性

３
千
円

■
申
込
締
切
日　

１
月
31
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
商
工
会
議

所
☎
 ６
３
・
２
１
２
８

◎税務課
　市民税係☎ 61ー1610
　収納対策室☎ 61ー1630
　固定資産税係☎ 61ー1620
◎市民課　
　戸籍住民係☎ 61ー1611
　年金医療保険係☎ 61ー1633
◎福祉課
　生活支援室（総務）☎ 61ー1640
　　　　　　  （生活支援）☎ 61ー1670
　子ども子育て支援室☎ 61ー1660
　障がい福祉支援係☎ 61ー1650
◎環境課
　環境政策室☎ 61-1612
　環境衛生係☎ 61ー1613
　水俣病・もやい推進係☎ 61ー1647
　環境クリーンセンター☎ 62ー 4101
◎健康高齢課☎ 63ー3202
◎都市計画課建築住宅係☎ 61ー1621
◎土木課道路維持係☎ 61-1625
◎下水道課☎ 61-1627
◎水道局☎ 63-2604
◎教育総務課☎ 61-1637

※その他の窓口は☎ 63-1111へ

暮
ら
し
の

　

  
情
報

募  集

「なあ、ユウイチ。ボケるとも悪か
事ばかりじゃなかかもしれん ･･･」
62 歳の漫画家が、父が亡くなって
から「少しずつ忘れていく」認知
症の母との日々を描いた本。２年
前、著者が出演したドキュメンタ
リー番組がきっかけで手に取った。
認知症や介護に対して正面から向
き合う著者の目線が、誰にも訪れる「老い」の日常
にある「笑い」や「切なさ」を感じさせた。読むと
ほんのりと「そうだよねぇ」と共感できた。問題に
直面した当事者であっても、著者のように明るく受
け止める人がいることも知れてよかった。
とにかく、読んだらわかる。認知症の家族を持つ人
には特に読んで欲しい１冊。

旬
の
野
菜
・
魚
を
ど
う
ぞ
♪

新
年
最
初
の
新
鮮
市
！

　

大
好
評
の
鮮
魚
の
競
り
を
は
じ

め
、
地
元
生
産
者
に
よ
る
安
心

安
全
な
野
菜
・
茶
な
ど
の
農
産
物
、

釜
揚
げ
し
ら
す
・
ち
り
め
ん
な
ど

の
海
産
物
直
売
、
天
ぷ
ら
・
た
こ

焼
き
な
ど
の
実
演
販
売
を
行
い
ま

す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
ぜ
ひ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

○
朝
ど
れ
鮮
魚
の
競
り

　

大
好
評
！ 

不
知
火
海
で
そ
の

　

日
の
朝
に
水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か

　

り
の
魚
を
競
り
で
販
売
。

○
地
元
で
採
れ
た
農
海
産
物
・
手

づ
く
り
加
工
品
の
直
売

　

お
袋
の
味
！ 

新
鮮
な
野
菜
類

　

を
は
じ
め
、
地
元
産
の
野
菜
や

　

米
を
使
用
し
た
手
作
り
の
赤
飯

　

や
煮
し
め
、
漬
物
な
ど
は
毎
回

　

大
人
気
。
海
産
物
や
茶
の
販
売

　

も
あ
り
ま
す
。

○
天
ぷ
ら
・
た
こ
焼
き
な
ど
の
実

演
販
売

　

ア
ツ
ア
ツ
を
ど
う
ぞ
！ 

天
ぷ
ら

　

や
か
ら
し
蓮
根
、
た
こ
焼
き
な

　

ど
の
実
演
販
売
。

※
天
候
な
ど
に
よ
り
、
内
容
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

１
月
23
日
㈯　

９
時
30

分
〜

※
売
切
れ
次
第
終
了

■
場
所　

道
の
駅
み
な
ま
た（
観

光
物
産
館
ま
つ
ぼ
っ
く
り
）周
辺

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課
☎

６
１
・
１
６
３
４
／
観
光
物
産
館

ま
つ
ぼ
っ
く
り
☎
 ６
２
・
２
０
０
３

第
13
回
水
俣
こ
ど
も
の
美

術
展
開
催

　

今
年
も
水
俣
の
子
ど
も
た
ち
の

力
作
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。
空

想
画
や
読
書
感
想
画
、
ス
ケ
ッ
チ

画
、
版
画
な
ど
の
絵
画
作
品
、
粘

土
作
品
や
紙
工
作
、
木
工
芸
な
ど

の
立
体
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

元
気
あ
ふ
れ
る
作
品
、
ユ
ニ
ー

ク
な
作
品
、
心
温
ま
る
作
品
を
見

に
来
ま
せ
ん
か
。
観
覧
は
無
料
で

す
。

■
日
時　

２
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

　

９
時
〜
17
時

■
場
所　

も
や
い
館
３
階
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
第
一
中
学

校
☎
 ６
３
・
２
９
８
１

水
俣
第
一
中
学
校
３
年　

岩
生
華

奈
さ
ん
の
作
品

■おひとりさまの最期／上野千鶴子
■動物翻訳家／片野ゆか
■毎日食べたくなる絶品鍋／大庭英子
■透き通った風が吹いて／あさのあつこ
■決戦！ 本能寺／伊藤潤ほか
■いちばんのなかよしさん／エリック・カール

水俣市立図書館  ☎６３ー８４０１

■ 図書館内 １月特設コーナー ■
「読んでみてね！ わたしのオススメ」

お気に入りの一冊、何度も何度も読んでしまう一冊、
感動した一冊、人生を変えた一冊。そんな一冊はあ
りますか？ みなさんのオススメの本をコメントを添
えて紹介します。この本があなたにとってのお気に入
りになるかもしれません。

近人気の本！最

  開館：火曜日～金曜日 ９時～ 19時 （土日祝日は17時まで）

みな図書　日本一の読書のまちづくり

　  みな図書川柳
　見つけよう　大好きな本　あの人と
 　　詠

よ

み人
びと

  タクマ さん  （18歳・大黒町）

徳冨 一敏 さん（おれんじ館館長）
　好きな言葉「 できたしこ 」

オススメ本
『ペコロスの母に会いに行く』
（西日本新聞社）岡野雄一 著

in 本よみ場オススメオススメオススメ

みなまた環境
絵本『すずこ』

図
書
館
に
も
あ
り
ま
す
！

催  し

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】
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市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

１
月
の
イ
ベ
ン
ト

★
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
教
室

　

水
俣
警
察
署
交
通
係
職
員
が
講

師
と
な
っ
て
、
平
成
27
年
６
月
に

施
行
さ
れ
た
自
転
車
の
新
し
い
交

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
講

座
を
行
い
ま
す
。

　

自
転
車
は
「
車
の
な
か
ま
」
で
、

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
層

の
交
通
手
段
で
す
。
事
故
や
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
、
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
、
自
転
車
利
用
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

申
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

１
月
27
日
㈬　

14
時
〜

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

20
人
程
度

★
簡
単
和
菓
子
教
室

　

家
庭
で
手
軽
に
で
き
る
「
い
ち

ご
大
福
」づ
く
り
に
、
楽
し
い
お

し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
ん

で
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
に
は
事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

１
月
30
日
㈯　

14
時
〜

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

15
人
程
度（
要
申
込
み
）

■
参
加
料　

３
０
０
円
（
材
料
費
、

お
茶
代
）

■
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き

用
タ
オ
ル

★
共
通
事
項

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
８
４
・
９
９
０
９

お
は
な
し
会
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
む
し
歯
の
ホ
ン
ト
の
話
」

　

虫
歯
予
防
や
歯
と
全
身
の
健

康
に
つ
い
て
、
歯
科
医
師
が
講
演

し
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

安
心
・
安
全
な
「
歯
み
が
き
粉
」

の
手
作
り
体
験
を
し
ま
す
。
お
は

な
し
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ど
ち

ら
か
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

　

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

ぜ
ひ
家
族
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

１
月
30
日
㈯　

■
場
所　

も
や
い
館
和
室
Ａ
・
Ｂ

■
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
お
は
な
し
会　

14
時
〜

　

▼
講
師　

宮
原
歯
科
医
院　

宮

　
　

原
猛 

院
長

　

▼
定
員　

40
人

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

16
時
〜

　

▼
内
容　
「
手
作
り
歯
み
が
き
粉
」

　

▼
定
員　

20
人

■
参
加
料　

当
日
千
円
、
前
売
り

５
０
０
円

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
す
る

場
合
は
、
別
途
５
０
０
円
の
材
料

代
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

遠
山
☎

０
９
０
・
９
５
６
１
・
５
１
７
９

生
涯
現
役
で
活
躍
す
る
た
め
に

55
歳
以
上
の
相
談
会
＆
セ
ミ
ナ
ー

　

熊
本
労
働
局
の
委
託
事
業
と
し

て
、
生
涯
現
役
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
相
談
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

　

お
お
む
ね
55
歳
以
上
で
求
職

中
・
在
職
中
の
人
を
対
象
に
、
生

涯
現
役
で
活
躍
す
る
た
め
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

　
★
個
別
相
談
会

　

再
就
職
・
生
涯
設
計
・
社
会

参
画
な
ど
の
悩
み
や
疑
問
に
答
え

る
個
別
相
談
会
で
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
に
、
専
門
の
相
談
員
が
対

応
し
ま
す
。
相
談
は
１
人
１
時
間

程
度
で
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
26
日
㈮　

10
時
〜

15
時

■
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
俣

★
生
涯
設
計
セ
ミ
ナ
ー

　

再
就
職
・
生
涯
設
計
・
職
業
人

生
設
計
を
立
案
・
実
現
さ
せ
る
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
４
日
㈭　

14
時
〜

16
時

■
場
所　

も
や
い
館

★
共
通
事
項

■
問
い
合
わ
せ　

㈲
ワ
イ
エ
ス
プ

ラ
ン
☎
 ０
９
６
・
３
６
３
・
２
３
３
３

放
射
能
災
害
か
ら
学
び

未
来
を
考
え
る
講
演
会

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く

５
年
が
経
過
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら

何
を
学
び
、
未
来
に
向
け
て
何
を

す
る
か
を
考
え
る
た
め
の
講
演
会

で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

■
日
時　

２
月
６
日
㈯　

14
時
〜

■
場
所　

市
公
民
館
ホ
ー
ル

■
テ
ー
マ　
「
福
島
原
発
事
故
か

ら
川
内
原
発
再
稼
働
を
問
う
」

■
講
師　

元
京
都
大
学
原
子
炉
実

験
所
助
教　

小
出
裕
章
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ　

み
な
ま
た
地
域
研

究
会
・
大
嶽
☎
 ０
８
０
・
６
４
０
７
・

５
０
３
５

県
環
境
セ
ン
タ
ー

１
月
・
２
月
の
イ
ベ
ン
ト
♪

★「
星
空
風
景
写
真
」展

　

普
段
な
か
な
か
意
識
し
て
見

て
い
な
い
星
空
も
、
周
り
の
景
色

と
一
緒
に
写
真
に
収
め
る
こ
と
で
、

と
て
も
美
し
い
風
景
に
な
り
ま
す
。

神
秘
的
な
星
空
や
惑
星
の
写
真
を

眺
め
な
が
ら
、
地
球
の
大
気
や
美

し
い
星
空
の
保
全
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
さ
か
も
と
八
竜

天
文
台
所
蔵
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

■
期
間　

１
月
26
日
㈫
〜
２
月
28

日
㈰

■
場
所　

県
環
境
セ
ン
タ
ー
１
階

ロ
ビ
ー

★
万
華
鏡
を
作
ろ
う
！

　

不
要
な
ガ
ラ
ス
び
ん
を
砕
い
た

「
カ
レ
ッ
ト
」や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
の
芯
、
包
装
紙
な
ど
の
環
境

に
優
し
い
材
料
を
使
っ
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
万
華
鏡
を
作
り
ま
す
。

　

活
動
を
通
し
て
、
ご
み
問
題
や

地
球
環
境
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考

え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
日
時　

２
月
７
日
㈰　

10
時
〜

■
場
所　

県
環
境
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

先
着
20
人
程
度

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

①
住
所
、
②
氏
名
、

③
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
ハ
ガ

キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
参
加
申
込
書
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

pref.kum
am
oto.jp/kiji_139

20.htm
l

■
申
込
締
切
日　

１
月
31
日
㈰

★
大
人
の
裂
き
織
り
教
室

　
「
裂
き
織
り
」は
、
不
要
に
な
っ

た
服
や
ハ
ン
カ
チ
な
ど
の
古
布
を

裂
い
て
ひ
も
状
に
し
て
織
り
込
み
、

再
び
布
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
す

る
環
境
に
優
し
い
取
り
組
み
で
す
。

　

初
心
者
も
経
験
者
も
楽
し
め
る

コ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
思

い
出
の
服
や
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
リ

メ
イ
ク
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品

作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

２
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

　

各
日
９
時
30
分
〜

■
場
所　

県
環
境
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

各
回
先
着
10
人
程
度

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
方
法　

①
住
所
、
②
氏

名
、
③
電
話
番
号
、
④
裂
き
織
り

経
験
の
有
無
を
明
記
し
て
、
ハ
ガ

キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
参
加
申
込
書
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

pref.kum
am
oto.jp/kiji_139

21.htm
l

■
申
込
締
切
日　

２
月
13
日
㈯

★
共
通
事
項

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６

７
ー
０
０
５
５ 

明
神
町
55
番
１
号

県
環
境
セ
ン
タ
ー
☎
６
２
・
２
０
０
０

／
FAX
６
２
・
１
２
１
２
／
メ
ー
ル

center@
kum

am
oto-eco.jp

（
原
則
、
月
曜
日
休
館
）

「
地
域
猫
」
の
不
妊
手
術
を

一
斉
実
施
し
ま
す

　
「
地
域
猫
」
の
不
妊
手
術
を
一

斉
実
施
し
ま
す
。「
地
域
猫
」と
は
、

地
域
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、
特

定
の
飼
い
主
は
い
な
い
も
の
の
地

域
で
管
理
さ
れ
暮
ら
し
て
い
る
猫

の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
活
動
は
、
不
妊
手
術
を
行

う
こ
と
で
、
野
良
猫
と
し
て
生
ま

れ
た
た
め
に
殺
処
分
さ
れ
て
し
ま

う
不
幸
な
命
が
増
え
る
こ
と
を
防

止
し
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
将

来
的
に
な
く
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
獣
医
師
な
ど
の
協
力
の
も
と

で
行
い
ま
す
。

　

地
域
猫
を
管
理
し
て
い
る
人
は
、

次
の
日
時
に
猫
を
連
れ
て
き
て
く

だ
さ
い
。
利
用
に
は
予
約
が
必
要

で
す
。
頭
数
が
多
い
場
合
に
は
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
時
に
寄
付
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

※
手
術
に
は
リ
ス
ク
を
伴
い
ま
す
。

★
活
動
を
手
伝
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

２
月
23
日
㈫　

９
時
〜

■
場
所　

八
幡
宮
参
集
殿

■
申
込
締
切
日　

２
月
10
日
㈬

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
犬
猫
み
な
し
ご
救
援
隊
・
平
松

☎
 ０
８
０
・
２
７
１
４
・
４
３
５
０

い
の
ち
を
考
え
る
公
開
講
演
会

「
生
老
病
死
を
う
け
と
め
る
こ
と
」

　

大
切
な
い
の
ち
を
、
ち
ょ
っ
と

立
ち
止
ま
っ
て
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？ 

誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

■
日
時　

１
月
23
日
㈯　

13
時
30

分
〜
16
時

■
場
所　

西
念
寺

■
講
師　

佐
藤
第
二
病
院　

田
畑

正
久 

院
長

■
テ
ー
マ　
「
病
み
、
老
い
て
亡

く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
も
、

受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

西
念
寺
☎
 ６
３
・

５
７
４
７

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】
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総
合
体
育
館
の
水
中
運
動

教
室
・
健
康
運
動
教
室

★
ミ
ッ
ト
ア
ク
ア

　

プ
ー
ル
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
ま
し
ょ
う
！ 
水
の
抵
抗
・
浮

力
を
有
効
利
用
し
て
行
う
、
全
身

の
体
力
レ
ベ
ル
の
向
上
・
肥
満
解

消
を
目
的
に
し
た
水
中
運
動
で
す
。

■
日
時

【
昼
の
部
】　

１
月
19
日
㈫　

13
時

〜
14
時

【
夜
の
部
】　

１
月
20
日
㈬　

19
時

〜
20
時

■
場
所　

市
立
総
合
体
育
館
温
水

プ
ー
ル

■
定
員　

20
人

■
参
加
料　

１
回
５
０
０
円
（
温

水
プ
ー
ル
使
用
料
含
む
）

■
持
参
品　

タ
オ
ル
、
水
着
、
キ

ャ
ッ
プ

★
ス
テ
ッ
プ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教

室
入
門
編

　

高
さ
約
15 

cm
の
ス
テ
ッ
プ
台
を

音
楽
に
合
わ
せ
て
昇
降
す
る
有
酸

素
運
動
で
す
。

　

日
常
的
に
使
う
太
も
も
や
股
関

節
ま
わ
り
の
筋
肉
が
効
果
的
に
鍛

え
ら
れ
、
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
や
持

久
力
の
向
上
に
も
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

■
日
時　

１
月
27
日
㈬
〜
３
月
16

日
㈬
（
毎
週
㈬
、
計
８
回
）　

10

時
20
分
〜
11
時
30
分

■
場
所　

市
立
総
合
体
育
館
３
階

小
ア
リ
ー
ナ

■
定
員　

10
人

■
参
加
料　

３
千
円

■
持
参
品　

運
動
が
で
き
る
服
装
、

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物★
共
通
事
項

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
立
総

合
体
育
館
☎
 ６
３
・
３
３
３
９

農
地
を
「
貸
し
た
い
人
」「
借

り
た
い
人
」
を
募
集
中
！

　
　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
県
農

業
公
社
）
は
、
農
業
経
営
を
縮
小

す
る
人
や
相
続
し
た
農
地
の
借
り

手
を
探
し
て
い
る
人
な
ど
か
ら
農

地
を
借
り
受
け
、
地
域
の
担
い
手

農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
い
ま

す
。

　
「
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地

を
貸
し
た
い
」、「
良
い
農
地
が

あ
れ
ば
借
り
た
い
」
と
い
う
人
は
、

県
農
業
公
社
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

※
平
成
27
年
度
か
ら
、
県
農
業
公

社
は
「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
農
業
公
社

☎
０
９
６
・
２
１
３
・
１
２
３
４

ベ
ラ
ン
ダ
・
バ
ル
コ
ニ
ー
か

ら
の
火
事
に
気
を
つ
け
て
！

　

た
ば
こ
を
原
因
と
し
た
、
ベ
ラ

ン
ダ
・
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
の
火
事

の
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

消
し
た
つ
も
り
の
吸
い
殻
を
ゴ

ミ
箱
に
捨
て
て
着
火
し
た
事
例
や
、

灰
皿
に
多
量
の
吸
い
殻
を
た
め
て

い
た
た
め
残
っ
て
い
た
火
種
で
着

火
し
た
事
例
な
ど
、
火
事
の
原

因
の
多
く
が
不
注
意
に
よ
る
も
の

で
す
。
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
屋
外
で
は
、

ポ
イ
捨
て
や
強
風
に
よ
り
、
た
ば

こ
の
火
種
や
吸
い
殻
が
落
下
す
る

こ
と
で
火
事
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

【
た
ば
こ
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
】

▼
水
を
張
っ
た
灰
皿
を
用
意
し
て

　

完
全
に
消
火
す
る
。

▼
灰
皿
に
吸
い
殻
を
た
め
ず
、
こ

　

ま
め
に
捨
て
る
。

▼
周
囲
に
可
燃
物
が
な
い
こ
と
を

　

確
認
す
る
。

▼
風
が
強
い
日
は
喫
煙
を
避
け
る
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
消
防
署
予

防
係
☎
 ６
３
・
１
１
９
１

み
な
ま
た
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
プ

恒
例
「
福
岡
三
社
参
拝
」

■
期
日　

２
月
８
日
㈪　

■
行
き
先　

太
宰
府
天
満
宮
、
宮

地
獄
神
社
、
宗
像
大
社

■
定
員　

先
着
20
人

■
参
加
料　

フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
プ

の
満
点
カ
ー
ド
＋
料
金

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
商
店

会
連
合
会
み
な
ま
た
フ
ラ
ワ
ー
ス

タ
ン
プ
事
業
部
☎
６
３
・
２
７
８
８

伝言板

寒
さ
が
厳
し
い
日
は

水
道
管
の
凍
結
に
注
意
！

　

冬
は
気
温
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、

水
道
管
が
凍
結
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
凍
結
す
る
と
、
水
が
出
な

く
な
り
、
水
道
管
が
割
れ
て
漏
水

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
の
水
道
管
は
皆
さ
ん
の
財

産
で
す
。
凍
結
に
備
え
、
し
っ
か

り
と
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

★
水
道
管
が
凍
結
し
や
す
い
場
所

●
屋
外
に
あ
る
水
道
管

●
風
あ
た
り
の
強
い
場
所
に
あ
る

　

水
道
管

●
パ
イ
プ
が
む
き
出
し
の
水
道
管

●
太
陽
に
あ
た
ら
な
い
水
道
管 

な
ど

★
凍
結
を
防
ぐ
に
は

①
水
道
管
に
毛
布
や
発
砲
ス
チ
ロ

　

ー
ル
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
な
ど

　

保
温
性
の
高
い
も
の
を
取
り
付

　

け
ま
す
。

②
取
り
付
け
た
保
温
材
が
外
れ
な

　

い
よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
ビ

　

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
で
保
護
し

　

ま
す
。

■
そ
れ
で
も
不
安
な
場
合
は
…

　

凍
結
し
そ
う
な
夜
な
ど
に
、
ぽ

た
ぽ
た
と
少
し
水
を
出
し
続
け
る
。

※
出
し
た
水
は
バ
ケ
ツ
な
ど
に
受
け

て
、洗
濯
な
ど
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

凍
結
し
た
箇
所
に
タ
オ
ル
な
ど

を
か
ぶ
せ
、「
ぬ
る
ま
湯
」
を
ゆ
っ

く
り
と
か
け
て
く
だ
さ
い
。

※
注
意
！

　
　
　
　
　

熱
湯
を
直
接
か
け
る

　
　
　
　
　

と
水
道
管
が
割
れ
る

　
　
　
　
　

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

★
水
道
管
が
割
れ
て
し
ま
っ
た
ら

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
、

　

止
水
栓
（
バ
ル
ブ
）
を
閉
め
て

　

く
だ
さ
い
。

②
市
が
指
定
す
る
給
水
装
置
工
事

　

事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く

　

だ
さ
い
。
工
事
事
業
者
は
、
昨

　

年
７
月
に
全
戸
配
布
し
た
水
道

　

局
広
報
紙「
み
な
ま
た
の
水
道
」

　

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

　

る
か
、
水
道
局
に
問
い
合
わ
せ

　

て
く
だ
さ
い
。

③
す
ぐ
に
工
事
事
業
者
が
修
理
で

　

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
割

　

れ
た
箇
所
に
布
や
テ
ー
プ
な
ど

　

を
巻
き
つ
け
て
、
応
急
処
置
を

　

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
水
道
局
☎

６
３
・
２
２
３
４
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.m
in
am
ata-

w
aterw

orks.jp

水
俣
港
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
処

分
場
の
点
検
結
果

　

県
が
管
理
す
る
水
俣
港
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
処
分
場（
梅
戸
町
）で
、

平
成
27
年
８
月
27
日
に
実
施
し
た

定
期
点
検
の
水
質
調
査
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

①
目
視
に
よ
る
点
検
で
、
台
風
に

　

よ
る
柵
の
破
損
が
確
認
さ
れ
ま

　

し
た
。
現
在
は
仮
設
柵
を
設
置

　

し
て
お
り
、
今
後
補
修
予
定
で

　

す
。
そ
の
他
の
施
設
に
異
常
は

　

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
水
質
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度

　

は
、
観
測
孔
２
が
０
・
13 

pg
ー

　

Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
ℓ
で
、
環
境
基
準
以

　

下
で
し
た
。

※
環
境
基
準
１
pg
ー
Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
ℓ

※
観
測
孔
１
は
、
水
が
溜
ま
っ
て

お
ら
ず
測
定
不
能
。
今
後
改
め
て

調
査
予
定
。

■
問
い
合
わ
せ　

芦
北
地
域
振
興

局
土
木
部
工
務
課
☎
８
２
・
２
５
３
２

早
蕨
幼
稚
園

新
園
舎
完
成
お
祝
い
会

　

平
成
27
年
５
月
か
ら
行
っ
て
い

た
建
て
替
え
工
事
が
完
了
し
、
新

し
い
園
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

新
園
舎
の
お
披
露
目
の
た
め
、

完
成
お
祝
い
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
、
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

■
日
時　

１
月
30
日
㈯　

14
時
〜

16
時
30
分

■
場
所　

早
蕨
幼
稚
園

■
内
容　

ミ
ニ
バ
ザ
ー
、
人
形
劇
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー　

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

早
蕨
幼
稚
園
☎
 

６
２
・
２
６
１
３

広
報
み
な
ま
た
平
成
27
年

12
月
15
日
号
お
わ
び
と
訂
正

　

平
成
27
年
12
月
15
日
号
の
広
報

み
な
ま
た
の
記
事
に
、誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

【
訂
正
箇
所
】　

２
ペ
ー
ジ

「
２
０
１
５　

水
俣
、こ
の
１
年
」

７
月
の
出
来
事
の「
７
／
15
」

正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
７
／
20　

宝
川
内
集
地
区
と
深

川
新
屋
敷
地
区
で
発
生
し
た
土
石

流
災
害
、13
回
忌
」

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
☎
 ６
１
・

１
６
５
５

保温材

ビニール
テープ

満点カード
枚　数 料　金

５枚 2,500 円

４枚 3,500 円

３枚 4,500 円

２枚 5,800 円

１枚 6,800 円

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】
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税
の
納
期
は
お
忘
れ
な
く
！

納
期
限
＆
口
座
振
替
日

■
問
い
合
わ
せ　

市
税
務
課
収
納

対
策
室
☎
６
１
・
１
６
３
０

司
法
書
士
と
市
の

合
同
市
民
相
談
を
行
い
ま
す

　

相
続
、
遺
言
、
売
買
、
成
年
後

見
、
債
務
整
理
、
破
産
な
ど
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
す
が
、
事
前
に
予
約
が
必

要
で
す
。

■
日
時　

１
月
28
日
㈭　

13
時
〜

15
時

■
場
所　

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

防
災
生

活
課
☎
 ６
１
・
１
６
５
６

一
人
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し

よ
う
！ 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

投
資
詐
欺
や
還
付
金
詐
欺
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
悪
質
商
法
、
製
品

事
故
被
害
な
ど
、
消
費
者
被
害
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

悪
質
商
法
や
借
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

に
関
す
る
悩
み
、
生
活
用
商
品

事
故
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、

ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
☎
 ０
９
６
・
３
８
３
・
０
９

９
９

表
紙
も
ご
覧
く
だ
さ
い
♪

亀
嶺
峠
で
初
日
の
出

　

１
月
１
日
の
７
時
ご
ろ
、亀
嶺

峠
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ

て
い
ま
し
た
。目
的
は
初
日
の
出
。

冷
た
い
空
気
の
中
、山
の
稜
線
を

照
ら
し
始
め
た
太
陽
が
そ
の
姿
を

あ
ら
わ
す
と
、訪
れ
た
人
か
ら
歓

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
雪
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。地
元
の
人
に
よ

る
と
、「
こ
こ
ま
で
き
れ
い
に
初
日

の
出
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

数
年
ぶ
り
」と
の
こ
と
で
す
。

　

地
元
住
民
に
よ
る
豚
汁
と
ぜ
ん

ざ
い
の
振
る
舞
い
も
あ
り
、寒
さ

に
震
え
て
い
た
人
た
ち
が
う
れ
し

そ
う
に
口
に
し
て
い
ま
し
た
。

新
年
の
安
全
を
祈
願

市
武
道
連
盟
合
同
鏡
開
き

　

１
月
11
日
に
、市
武
道
連
盟
が

開
催
し
、競
技
者
・
関
係
者
な
ど
あ

わ
せ
て
お
よ
そ
１
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

濱
八
幡
宮
で
お
は
ら
い
を
受
け

て
１
年
の
競
技
の
安
全
を
祈
願
し

た
後
、市
立
武
道
館
で
連
盟
に
加

盟
す
る
各
競
技
団
体
に
よ
る
演
武

が
行
わ
れ
、剣
道
や
柔
道
、空
手
な

ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
者
が
気
合

の
こ
も
っ
た
演
武
を
披
露
し
ま
し
た
。

広
報
み
な
ま
た
２
月
15
日
号

原
稿
締
切
日
は
２
月
１
日
㈪

　

お
知
ら
せ
記
事
掲
載
依
頼
は
、

市
役
所
３
階
総
務
課
広
報
の
受
付

簿
に
記
入
し
、
原
稿
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
受
け
付
け
が
困
難
な
場

合
に
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
原
稿

締
切
日
を
過
ぎ
る
と
掲
載
の
お
約

束
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
原
稿
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
が
あ
る

場
合
は
、
メ
ー
ル
で
送
る
か
、
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
や
紙
面
の
都
合
で
、
掲
載

で
き
な
い
場
合
や
、
記
事
を
割
愛

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
（
広

報
担
当
）
☎
６
１
・
１
６
５
５

／
FAX
６
２
・
０
６
１
１
／
メ
ー
ル

kouhoum
inam

ata1@
gm
ail.com

kouhoum
inam

ata2@
gm
ail.com

水俣市公式Facebook
公開中です！

水俣市公式 Facebook（フェイスブック）
を公開しています。
Facebookページ
　http://www.facebook.
　com/minamata.city

■問い合わせ
　総務課秘書係☎ ６１ー１６００

税　目 期別 納期限 口座
振替日

市県民税 ４期
２
月
１
日
㈪

１
月
27
日
㈬

国民健康保険税 ７期

介護保険料 ７期

後期高齢者
　　医療保険料

７期

納期限内の納付にご協力ください。

相  談

♥

話題満載

【
有
料
広
告
】

3031 広報みなまた2016.1 月合併号広報みなまた2016.1 月合併号

　皆さん、あけましておめでとうございます。
　今年は水俣病公式確認６０年を迎えます。この節目
の年を、次の新しいまちづくりに向けてスタートする年に
したいと思っています。

　いよいよ４月から、クルーズトレイン「ななつ星 in 九州
（以下、ななつ星）」が南九州を走ります。昨年12月に試
運転が行われ、水俣駅に停車しました。私も特別に車内
に入らせてもらい、乗車されていた「ななつ星」のデザイ
ナー・水戸岡鋭治さんから説明を受け、大変感激しまし
た。テレビでしか見たことのない「ななつ星」ですが、機
能的に作られているソファベッドや、人間国宝・故 酒井
田柿右衛門さんの陶芸作品、豪華な食堂車など、全て
が素晴らしい異空間でした。私も少しだけ、セレブな時
間を過ごすことができました。
　「ななつ星」にはタモリさんも乗車されており、水俣駅
の柱に使われている、120年前のレールを見るため駅に
降りられました。柱には「CARNEGIE1896||||||」と刻印
されています。「|」は月を表し、1896年6月にアメリカのカ
ーネギー鉄鋼で生産され、日本に輸入されたものだそう
です（私も鉄道ファンの方に教えていただきました！）。水
俣を「ななつ星」が通り、停車することは、この沿線風景
や水俣駅が一流と認められた証ではないでしょうか。

　４月に始まる新しい取り組みが、もう一つあります。知
の連携拠点「水俣環境アカデミア」です。現在開設に向
けて工事を行っており、順調に進んでいます。開設により、
大学生や研究者、起業を目指す若い人などが、水俣に
足を運んでくれるものと期待しています。

「
東とう

ほ
ん
せ
い
そ
う

奔
西
走
」は
、西
田
弘
志
市
長
の「
し
せ
い
」を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
、コ
ラ
ム
で
す
。　「
東
奔
西
走
」と
は
、東
や
西
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
駆
け
回
る
こ
と
で
す
。

東
とうほんせいそう

水俣市長 西田 弘志

－22－

東奔西走

　「水俣環境アカデミア」の効果として、昨年の慶應義
塾大学に続き、九州大学都市研究センターとも協力協
定を結ぶことが決定しました。水俣市と一流の大学が協
定を結ぶことは、水俣市が価値あるまちと認めてもらっ
たように感じ、うれしく思います。
　また、地方創生の取り組みの一つに、政府機関の地
方移転があり、環境省の研修施
設の候補地に熊本県と水俣市
も手を挙げています。現在、検
討が進められており、実現すると
「水俣環境アカデミア」での研
修などが実施される予定です。
３月に最終決定する予定です
が、誘致活動の努力が実り、水
俣市での研修実施が実現する
ことを願っています。

　今年はこのような新しい取り
組みがあり、未来へ向け着実に
一歩を踏み出しています。消滅
可能性都市に名を連ねた水俣
市ですが、地道な一歩一歩の積
み重ねが、次の世代に水俣市を
残していくことにつながると考え
ています。今年も市民の皆さん
と話し合い、協力し合って前に
進み、誇りの持てる水俣市を市
民一丸となってつくりあげましょ
う。

。

【写真左】クルーズトレイン「ななつ星 in 九州」内部
【写真右】「水俣環境アカデミア」完成イメージ
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。
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お誕生
おめでとう！
12 月受付分

19

火月日 水 木 金 土

14

※土・日曜日と祝日、月～金曜日の17時15分以降の市役所への連絡・通報は ☎61-1646・☎63-1111まで
　困り事・お悩みは市民相談室へ ☎61-1643（原則、火・木・金曜日の９時～15時）
　日曜（休日）当番医・休日当番薬局は変更になることがあります。受診前に電話でご確認ください。
　カレンダーに掲載したイベントなどの日時や場所は、変更になることがあります。

12

28 29

16　

■劇団四季ミュージカル 
 「むかしむかしゾウがきた」
 （15：00～市文化会館）
■万華鏡作り
 （10：00～県環境センター）
♥日曜当番医／白梅病院
　☎63-7575
♥休日当番薬局／日本調剤
     水俣薬局☎68-2193

9

防災無線の内容が
分からなかったら
防災無線の内容が
分からなかったら

　　防災無線
テレホンサービス
  ☎62-6222　

24 25 26 27

■もやい音楽祭
  （13：00～市文化会館）
■リ・グラスアート作り
 （10：00～県環境センター）
♥日曜当番医／佐藤クリ
　ニック☎69-3007
♥休日当番薬局／日本調剤
 　天神町薬局☎68-2393
   /あじさい薬局☎62-1172

107

2/1
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【
有
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】

ひと

人が
い

行きかい、ぬくもりと
かつりょく

活力ある「
かんきょう

環境モデル
と   し

都市みなまた」

17 1815

11

■八代年金事務所出張相談
 （9:30～15:30・もやい館）
  ※要予約☎0965-35-6123
■司法書士と市の
　　　合同市民相談
 （13:00～15：00
　　　   市民相談室）
●３歳６カ月児健診
　  【H24.6月生】
 （①12：45～、②13：15～
　　　　   保健センター）

■やさしい糖尿病教室②
（13：30～医療センター）

30

■久木野しし鍋マラソン
  （9：00～愛林館周辺）
■和太鼓フェスティバル
  （12：30～市文化会館）
♥日曜当番医／緒方眼科
　医院☎63-3881
♥休日当番薬局／おれんじ
    薬局☎63-9388/平和   
     調剤古賀町店☎62-2272

暮らしの
　　カ

レンダー暮らしの
　　カ

レンダー暮らしの
　　カ

レンダー暮らしの
　　カ

レンダー
1月17日～2月19日1月17日～2月19日

4 6

♥日曜当番医／天神耳鼻
　 咽喉科☎62-8733
♥休日当番薬局／平和調剤
    センター☎62-0230

31 2

■こころの健康相談
（14:00～水俣保健所）
   ※要予約☎63-4104

22 23

8

3

●母子手帳交付・ 
　育児相談【毎週㈪】
 （8:30～13:00
　　  保健センター）

■裂き織り自主講座
  （9：30～県環境センター）
　　　　　　【24日も】
■みなまた新鮮市
  （9：30～道の駅みなまた周辺）
■童話教室
   （13:30～市公民館）
■介助技術講習会
  （13：30～水俣病情報センター）

■八代年金事務所出張相談
 （9:30～15:30・もやい館）
  ※要予約☎0965-35-6123
■もの忘れ相談会
 （14:00～もやい館）

●４カ月児健診
　  【H27.9月生】
 （①12：45～、②13：15～
　　　　   保健センター）
◆星空風景写真展
  （県環境センター）【～2/28】

■行政相談
 （9:00～12：00
　　　   市民相談室）
■ふるさと納税返礼品　
　取り扱い事業者説明会
 （13:30～みなまた環境
　　　  テクノセンター）
■いきいき教室
 「みなまたの歴史を学ぶ」
 （13:30～市公民館）

■行政相談
 （9:00～12：00
　　　   市民相談室）
■やさしい糖尿病教室③
（13：30～医療センター）
●６カ月児健診
　  【H27.7月生】
 （①12：45～、②13：15～
　　　　   保健センター）

20 21

■やさしい糖尿病教室③
（13：30～医療センター）
■ひきこもり家族交流会
 （14：00～市社会福祉協議会）

1/17

■法律相談
 （10:00～市民相談室）
■こころの健康相談
（14:00～水俣保健所）
   ※要予約☎63-4104

■やさしい糖尿病教室①
（13：30～医療センター）
●１歳６カ月児健診
　  【H26.7月生】
 （①12：45～、②13：15～
　　　　   保健センター）

■税務相談
 （13:00～市民相談室）
◆広報みなまた
　２月１5日号発行日

■水俣漁師市
  （9：00～丸島漁港）
■童話教室
   （13:30～市公民館）

18 19

5

♥休日当番医／尾田胃腸
　科☎63-3438
♥休日当番薬局／あかね薬
    局☎68-2356

♥日曜当番医／宮竹小児
　科医院☎69-3501
♥休日当番薬局／おれんじ
    薬局☎63-9388

■行政相談
 （9:00～12：00
　　　　  もやい館）
■献血
  （9：00～白梅病院、
   　　12：30～市役所）
■こころの健康相談
（14:00～水俣保健所）
   ※要予約☎63-4104

◆広報みなまた
　２月１日号発行日

■学校給食フォーラム
   （14:30～市公民館）

■簡単和菓子教室
 （14：00～ふれあいセンター）
■おはなし会&ワークショップ
　「むし歯のホントの話」
   （14:00～もやい館）
◆みなまたあしきた
　海老いろ色フェア
　　　　　　   　【～3/6】

■自転車の交通ルール教室
 （14：00～ふれあいセンター）

■水俣こどもの美術展
  （9:00～もやい館）【～7日】

◆市県民税などの申告
  （市内各所）【～3/15】

■献血
  （10：30～水俣警察署、
    14：00～ＪNC開発㈱）

■献血
  （9：00～ＪNC㈱
　　　　 水俣製造所）

■生涯設計セミナー
 （14:00～もやい館）

3233 広報みなまた2016.1 月合併号広報みなまた2016.1 月合併号
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康
」で
す
。暴
飲
暴
食
し
ま
せ
ん
！ 

お
野
菜

食
べ
ま
す
！ 

運
動
し
ま
す
！ 

皆
さ
ん
の
と
こ
ろ

に
取
材
に
あ
ち
こ
ち
お
邪
魔
し
て
、毎
号
し
っ
か

り
お
届
け
す
る
た
め
に
も
、体
を
壊
さ
な
い
よ

う
気
を
つ
け
ま
す
。

　
「
荒
神
さ
ん
」の
呼
び
名
で
地
域
か
ら
親
し

ま
れ
て
い
る
大
園
荒
神
神
社
で
、第
27
回
新

年
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

荒
神
さ
ん
は
火
の
神
様
・
か
ま
ど
の
神
様

と
さ
れ
て
い
て
、「
荒
神
さ
ん
の
お
か
げ
で
火

事
が
な
い
」と
い
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

１
月
１
日
０
時
、太
鼓
の
音
と
と
も
に
白

い
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
若
衆
が
、摩
擦
熱
を

利
用
し
た
方
法
で
火
を
起
こ
し
ま
し
た
。こ

の
火
で
新
年
の
若
水
を
沸
か
し
、巫
女
姿
の

島
田
有
里
沙
さ
ん
と
眞
鍋
南
央
さ
ん（
と
も

に
小
６
）が
お
茶
を
入
れ
、氏
神
さ
ん
へ
献
茶

を
行
い
ま
し
た
。

　

献
茶
の
儀
式
の
後
に
は
、地
域
住
民
や
参

拝
客
な
ど
が
初
詣
を
行
い
、振
る
舞
い
の
年

越
し
そ
ば
や
甘
酒
で
体
を
温
め
な
が
ら
、新

年
の
息
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

編 

集 

後 

記

福

福

みなくるバスの「青バス」が変わりました
青バスの車両が、段差のな
い車両（ノンステップ）に変
わりました。
車体の色やロゴも一新し、
カーテンには水俣の名所
のイラストがあしらわれて
います。
環境に優しい公共交通機
関「みなくるバス」を、ぜひ
利用してください。

■問い合わせ
　市企画課
　☎６１－１６０７

丸みのある親しみやすい外観にな
りました。

新年の恒例行事

荒神神社 新年祭

フォトリポート

あ　

り　

さ

な　

お

１ _ 若衆が昔ながらの方法で火
を起こす。火種ができると参拝客
からも歓声があがった　２ _ 新
年の若水をくむ巫女　３_ 起こし
た火で若水を沸かす　４ _ 荒神
さんに献茶をする巫女　５・６ _
年越しそばや甘酒の振る舞い　
７_ 手を合わせて初詣。旧年の無
事を感謝し、新年の息災を願う
８ _ 荒神さんのお札を求める参
拝客。台所に貼ると火事が起きな
いそう

１

２

３

４

８

７

５

６

智

▼
早
い
も
の
で
１
月
も
半
ば
で
す
。今
年
も
広
報

み
な
ま
た
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
▼
あ
れ

も
こ
れ
も
掲
載
し
た
い
と
欲
張
り
す
ぎ
て
編
集

が
追
い
つ
か
ず
、取
材
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
一
部
を

２
月
１
日
号
に
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

次
号
も
頑
張
り
ま
す
の
で
、待
っ
て
い
て
く
だ
さ

い
ね
▼
新
年
早
々
、た
く
さ
ん
の
人
に
撮
影
を
お

願
い
し
ま
し
た
。お
昼
に
伺
っ
た
お
宅
で
は
、「
お

昼
ご
飯
ま
だ
で
し
ょ
う
」と
パ
ン
な
ど
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。忙
し
さ
も
ピ
ー
ク
な
と
き
で
、優
し

い
お
心
遣
い
に
帰
り
道
は
少
し
泣
け
ま
し
た
。

34


	01
	02-03
	04-13_04-05
	04-13_06-07
	04-13_08-09
	04-13_10-11
	04-13_12-13
	14-31_14-15
	14-31_16-17
	14-31_18-19
	14-31_20-21
	14-31_22-23
	14-31_24-25
	14-31_26-27
	14-31_28-29
	14-31_30-31
	32-33
	34

